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取扱説明書

IA警告I
●この取扱説明書を読み、理解するまでは、操作および保守・

点検を行わないでください。

●この取扱説明●を、機械の操作および保守 ・点検を行う場合

に、いつでも調べられるよう機械の近くに大切に保管してく

ださい。
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重要なお知らせ

重要なお知らせ

IA警告I
●この機械の操作および保守・点検を行うときは、必ずこの取

扱説8月書に従ってください。

●この取扱説甲書に従わなかったために、あるいは誤用や無断

改造がなされたために、ケガを負ったり損害が発生したとし

ても、株式会社サタケおよびJAまたは販売店は一切その責

任を負いません。

ヽ

1 . 近年、産業機械には、新しい材料や加工方法の採用によリ、さまざまな危険が数多く発生す

る傾向にあります。

この機械の取扱上の危険についても、すべての状況を予洞することはできません。そのため、

この取扱説唄書の記載事項や機械に表示してある注意事項は、すべての危険を想定している

わけではあリません。従って、機械の操作または日常点検を行う場合は、この取扱説明書の

記載および機械本体に表示されている事項に限らず、安全対策に関しては十分な配慮が必要

です。

2. この取扱説明書について、質問やより詳しい情報が必要な場合は、お買い上げのJA・販売

店または、巻末 「緊急時の連絡先」にお周合わせください。

3. この取扱説明書において、万一、ヘージの「乱丁」や「落丁」などがあった場合は、お取替

えいたします。お手数ですが、お買い上けのJAまたは販売店までご連絡ください。なおそ

の際は、機械名称も合わせてご連絡ください。

機械名称

貼付位堕
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保証の限定

保証の限定

製品は厳密な品質管理と検査を経てお届けしたものです。万一、正常なご使用状態において故障

した場合には、お買い上げ日よリ一年間無料で修理いたします。

［取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った使用により機械が保証期間内に故障した

場合には、保証書をご持参ご提示の上お買い上げのJAまたは販売店に修理をご依頼くださ

い。なお、保証書のご提示なき場合、または無料修理期間を過ぎた場合は、有料修理となり

ます。

2. 無料修理期間中でも、 次の場合は有料修理になります。

（イ）誤った使用方法、あるいは取扱上の不注意によって生じた損傷および故障。

(0)不当な修理や改造によって生じた損傷および故障。

（ハ）火災、風水害、地需、雷その他天災地変、公害、塩害、異常電圧などの外部要因および

変質灯油、不純灯油によって生じた損傷および故障。

（二）一度据付けた後の移動、落下により生じた損傷および故障。

（ホ）弊社純正部品以外の使用、お買い上げのJAまたは販売店またはその指定サービス工場

以外での修理による故障。

（へ）保証書の紛失、保証書の記入事項または字句を勝手に訂正された場合。

3. 保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。

-4. この製品の補修用圏品の供給年限 （期間）は、製造打ち切り後12年とします。ただし、供給
年限内にあっても、特殊部品につきましては、納期などについてご相談させていただく場合

もあリます。

5. 補修用部品の供給は、原則的には、上記の供給年限で終了しますが、供給年限経過後であっ

ても、部品供給のご要請があった場合には、納期および価格についてご相談させていただき

ます。

・1・1・1



この取扱説明書の目的と構成について

この取扱説明書の目的と構成について

この取扱説明書の目的は、グルメドライヤーについて、機械の正しい操作および保守・点検の方

法を知っていただくために詳しい情報を提供することです。

この取扱説明書には、次の情報が記載されています。

1 お使いになる前に （安全について）

この機械を取扱う前に、必ず読んでください。

この章では、安全標示の使い分けと、機械の操作および保守・点検を行う場合に守るべき

一般的な順守事項、この機械特有の特別順守事項と、機械に貼ってある標示ラベルについ

て説甲しています。

2 機械の仕様、構成と運転の特徴

この章では、機械の主な仕様とその構成および各種乾燥運転の特徴について説明していま

す。

3 コントロールボックスの説明

この章では、コントロールボックスのスイッチ・ランプなどについて説明しています。

4 稼働期前の確認と作業

この章では、機械を使用する稼働期前に行う、確認と作業について説甲しています。

5 機械の運転操作

この章では、この機械の運転に必要な作業・操作などについて説明しています。

6 稼働期後の点検と作業

この章では、稼働期終了後の点検と作業について説明しています。

7 困った時の対処

この章では、機械が不調の場合の調整方法について説甲しています。

8 張込み過ぎの場合の穀物取出し方法

この章では、穀物を張込み過ぎた場合の取出し方法と作業について説甲しています。
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この取扱説明書の目的と構成について

9 オプション部品と付属品の説明

この章では、機械のオプション邸品と付属品について説明しています。

メンテナンスブック

メンテナンスについての説甲と無料点検の案内をしています。

緊急時の連絡先

巻末に、トラブルが発生して復旧できない場合の、連絡先について説明しています。

〔安全説明確認カード〕

JA・販売店またはメーカの説明者は、この取扱説明書に従って運転

指導を行い、同封の保証書裏面にある安全説明確認カードでチェックし、

お客様より確認印をもらってください。

1メーカ控 ）メーカに渡し、メーカで保管する。

2説明者控 )J A・販売店で保管する。

3お客様控 お客様へ手渡す。

＞
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1.1 安全標示の種類と意味

1 お使いになる前に（安全について）

IA警告l
●この機械の操作および保守・点検を行う場合は、必ずこの取扱説明

書の指示・ 警告に従ってください。

もし、疑商点または不明な箇所があれば、お買い上げのJA・販売

店または、巻末 「緊急時の連絡先」 に周合わせて回答を得るまで、

作業を進めてはいけません。

1.1 安全標示の種類と意味

取扱説明書、および機械本体に貼付けてある標示ラベルでは、危険度の高さ （または事故の大き

さ）に従って、次の4段階に分類しています。

以下の安全標示がもつ意味を理解し、本書の内容 （指示）に従ってください。

安全標示 意 味

切迫した危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしIA危 険I
くは重傷を負う場合に使用します。

潜在する危険な状態を示し、手）11頁や指示に従わないと、死亡もしIA警 告i
くは重傷を負う危険性がある場合に使用します。

潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、中・軽傷IA注 意I
を負う場合に使用します。

注 記 とくに注意を促したリ、強調したい情報について使用します。

1-1 
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1 お使いになる前に （安全について）

1.2 安全に作業を行うための注意事項

安全に作業を行うための注意事項を次に示します。

吸引ファン

建屋 （壁）

バーナ前面 12m

乾燥機周辺平面図

GDR24SZ外観図
バーナ前面

IA警告I
1) ●この機械は籾• 麦を乾燥することを目的と

して作られたものです。

●籾• 麦以外の乾燥には使用しないでくださ

い。

●不当な改造は、絶対に行わないでください。

2)●長い頭髪は束ね、作業に適した袖口のしま

った服 （例えばつなぎ）および底のすべら

ない靴で作業をしてください。

●点検・整備をする時は、ヘルメット、安全

靴、必要に応じて防塵メガネ、手袋、マス

クを着用してください。

●点検作業時は、無理な姿勢をとらないでく

ださい。また頭や体の一巫を打たないよう

に注意してください。

●保守・点検作業時は、周囲を明る＜してく

ださい。

3)機械周辺の作業通路を確保してください。作

業通路はバーナ前面で2m以上、その他の場

所で1m以上必要です。電源コードにつまず

かないように周辺は整理整頓してください。

4)機械の据付場所は、コンクリート下地の水平

な所で、機械の全荷重に長時間耐えられるよ

うになっていることを確認してください。

5)ノイズ、静電気による誤動作を防止するため、

必ず付属のアース線を取付け、アース棒を地

中に埋設 (50cm以上）してください。

6)機械の作業通路内には、作業に関係のない人

は入らないように注意してください。特に子

供を遊ばせないように注意してください。

7)窓や戸を開けて、換気をよくしてください。
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1.2 安全に作業を行うための注意事項

IA警 告I

i II ~ 8)運転は、周囲の安全を確かめてから開始して

R'-- ください。

2人以上で作業するときは、互いに合図をか

わし作業を行ってください。

濠 9)カバー類はすべて取付けて運転してください。

母
また運転中はカバー類を取外さないでくださ

い。

10)運転中はホッハの奥へ手を入れないでくださ

...... II~ こ一八-'lllf/1, / r',,:.~ • I、 い。

11) 名部の掃除・点検や、異常• 故障時の処理を

する場合は、霞源スイッチを切リ、電源コネ

クタを抜いてから行ってください。

12)高所作業となる点検・ 調整• 修理はJAまた

は、叛売店に依頼してください。お客様は、

絶対に梯子を使用しないでください。

13)お客様は、絶対に天井及び天井カバーの上で

作業しないでください。

ヽ ~ 
14)お客様は、絶対にタンク郎など機械内部に入

って作業しないでください。

15)バーナ感分の掃除・ 点検は、バーナ部分の温

ff 度が常温になってから行ってください。

I 16)健康状態が悪い峙は作業しないでください。

1ワ）作業時にほこリが発生する場合は、防塵マス

ク等を着用してください。運転音が気になる

場合は、耳栓を着用してください。
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1 お使いになる前に （安全について）

1.3 火災を起こさないための注意事項

火災を起こさないための注意事項を次に示します。

ヘ 呪
ワラゴミ 燃料

ニロ
燃料タンク ドラム缶

残った灯油

ドレン抜き

>•
灯油 軽油、ガソリン

(J IS 1号灯油）

=》 こ9
タバコ マッチ

IA. 危険I
1)バーナの前面2m以内にワラゴミ、燃料など

燃えやすいものを置かないでください。燃料

タンクは、機械の測面から1m以上離して置

いてください。据付け位謹の関係でフレキシ

プルチュープの長さが短い場合は、販売店に

連絡して延長してください。

2)燃料タンクは標準装備のものを使用して、機

械と同一の床に水平に置いてください。ドラ

ム缶から直接配管しないでください。

3)燃料タンクの底にあるドレン抜きのコックを

外し、前のシーズンで残った灯油を出してく

ださい。そのまま使用すると故障の原因とな

ります。

4)燃料は、灯油 (J I S 1号灯油）を使用して

ください。

ガソリン・ 軽油は、絶対に使用しないでくだ

さい。ガソリン・ 軽油を使用すると火災の原

因になリます。

5)給油は機械の停止中に行ってください。給油

中は尖気を近づけないでください。

6)燃料タンクから機械に接続されているフレキ

シブルチュープは、灯油が漏れないように確

実に接続してください。

運転前に燃料タンクやフレキシプルチューブ

から灯油が漏れていないことを確認してくだ

さい。

、-...,._-

I 

~ 瓢 ック
燃料タンク

7)給油中にこぼれた灯油は完全にふきとってく

ださい。

8)乾燥機のそばには消火器を設置してください。

（消火器は付屎していません。お客様にて準

備願います。）
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1.3 火災を起こさないための注意事項

フロント
パネル

バーナ ~ I 
ビ

-

『

ぃ]
8

8

 

不純灯油
変質灯油

IA危険I
9)乾燥運転前に、バーナーボックス内および熱

風胴内の掃除をしてください。

（ヘージ4-2〈バーナーポックス内と熱風胴内

の掃除〉参照）

10)燃料の灯油は、不純灯油（水・ゴミが混入し

たもの）・変質灯油（ひと夏もち越した灯油、

日光の当る場所・温度の高い場所に保管した

もの）を絶対に使用しないでください。バー

ナが正常燃焼しないばかリではなく火災の原

因となることがあります。

11)同じ電源から、他の機械の配綜をしないでく

ださい。（タコ足配線はしないでください。）

12)外気取入口を設け、換気を十分確保して乾燥

を行ってください。

13 外気取入口の近くには障害物などは絶対に置

かないでください。

闘
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1 お使いになる前に （安全について）

1.4 穀物を上手に乾燥するための注意事項

穀物の乾燥に、必要以上に時間がかかったり、穀物の変質、水分ムラ、朋割れが発生したリする

ことを防ぐ為に次の注意事項を守ってください。

1) 

る張こ．．．
 

ぐ

y

すっま

注 しぽらないで

ください。

●排風ダクトはまっすぐに張リ、遮へい物をダ

クト先端より1叫汰上離してください。正常

な排気ができない場合は、安全装置が異常を

検知して機械を停止させることがあリます。

●排風ダクトは絶対に抵抗をかけないでください。

（しぼったり急激な曲げはしないでください。）

2) [品種設定］•［乾燥速度設定］ツマミは確実に

合わせてください。中間位置の設定はできま

せん。

3) 名スイッチと名ツマミは、よく確認のうえ作業ま

たは設定をしてください。

乾燥条件や設定値を間違って設定した場合には、

穀物を希望通りの乾燥に仕上げることができな

くなリます。

4) 穀物の刈取後、機械に張込み4時間以内に送風

または乾燥運転を行ってください。刈取後4時間
以上放置すると穀物が変質することがあります。

5) ワラゴミを取除いて張込んでください。原料穀

物内にワラゴミが入っている場合は、穀物の乾燥

状態が悪くなることがあリます。

6) 下記に示すような場合は安全のため［乾燥速

度設定］ツマミを［やや速い］に設定して乾燥

しないでください。朋割れが増加する可能性

があります。

(a)原料中に青未熟粒、その他の未熟粒が多い籾

(b)原料中に朋割れのある籾

Cc)原料中に脱ふ開えい（籾殻が開いている）のある籾
(d)胴割れしやすい品種の籾

Ce)空気が乾燥（乾燥機の周辺湿度が60%以下）

している場合
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1.5 標示ラベルについて

1.5 標示ラベルについて
この機械には、特に注意を要する箇所に標示ラベルが貼付けてあリます。これらの正確な位置お
よび危険の内容について、十分に特間をかけて、危険防止の内容を理解してください。

1.5.1 標示ラベルの貼付位置

標宗ラベルの貼付位置と標奈ラベルの内容については、図1-2および図1-3を参照してください。

’ 
A 警告

�;,.__匡ii信；
庄文コ ー ド：
190010023 

A 警告
‘’ 

1置転中はカバー
tぁ．れいこと

可心1翡各
る閉のること

注又コ ー ド： 190010029 

A 注意

⑭ 
カパ ー を
ふまないこと。

A警告

� 
rはカパー

室I旨転」1 注文コ·
定藩 13 
しの心 ＇

込
］ 

場れ
所か
にあ
!flる

てハ

篇:
のは

A 警告

�,..__匡ii五；
主ェコ ー ド： 190010023 

：王又コー ド：
130369007 

△危険IA警告
1火災の!ah fl'あるI: ヽ 邊転n

にはカハ ー内を鳩鯰ずること
2停a または電月tクノで停止さ

せ再点久rる場合USS!以上土風

Ill. て虹＂吋,�ベ'"l l<w•'II"-<い，． 遍廠そしてから点火すること
る閉めること 墓晶1大岨のバー ナに点火すると1

t絶3れこしな
いこと IJ.:q嶋がAli· が噌9量Hと8 胃宮”憤iよる＇其奮がするこ

.. �r111111t岨Iい(1ftこと とがあります

::;:::::: コ ー ド： \90010031 

ここュこと。

注文コ ー ド' 庄又コ ー ド．

190010005 、

130369009 
注iGOR11 注GDR11-24SZのみ

-24SZのみ

A 注意

⑭ 
カパーを
ふまないこと。

o'l"Slコ ー ド：
130369007 

ふ；GORI l-24SU;i:< 

虚
／一�,.._戸盈；；

I 

＇ 注又コ ー ド： 190010023 

［誓

I又コ ー ド：
190010011 

A 注意

A 警告
I �, �!�: し���ヽー

� 字門翡各
る閉めること

、三又コ ー ド： 190010029 

△ 危険いぶ＇芯芯塁？丸2"這i●,.,,. __ -r-; てヽ鼻2
3フレ'"ブ'-b-7t!fi\T!t�J•.-,,

示a-H.rF;,,s(い
4が.�ン7『罵"!,,.. 疇,11.•. Iさ事u,、,. ___ il)Mli�il)漫頑占晨,·:<:.H•,
5乞f・コ 7.., し. ,,, ぃ..ーフJ ,: ヽ；•':,三rr:f�:ii·'.ぷふ

注文コ ー ド； 190010003 

直二副
7'
|＇
|＇
|＇
|'
ー

ー

は

を
め

1

一

積
一

閉

OO

-

7
ハ

と

1

曲
昇

J

ド
國

ス

0

伍
19

[̀＂

戸
10

頁
i

國

-

ト

:
”と

＇
さ
さ

T

:
『

•It
p-i.

X
ぃ

―

百
罪
ニ

•

文

＇い

を
9

員

王

万
[

-

:

ド||か

＿

険

i

危

LE1

[
〗

^
-＂

 

L'
|＇
ー
i
i
i

△警告IIA 警告

�r�� 

三二王文コ ー ド： 王又コ ー ド：
130369011 130369017 

L_ —-—-—-—-—-—-— 
図 1-2 標示ラベル貼付位置 (1)
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1 お使いになる前に （安全について）

A注意
やけどをするこ

とがあるので

モータに手を

触れないこと 竺閤をあけないこと
竺 巴こと。

注文コード： 注文コード．

I__旦墜Q_Q_O~_ _J翌?_9~包

使用穫は必ず
電瀑スイ Jチを
切ってから

点檜修糧及び停電の峙は、必ず電電瀑コネククを
濠プラグを抜くこと ●にモーク1桟くこと
が回転することがあります．

注文コード： 190010027 

注文コード：
130369018 

△警告

R 
注文コード．
190010008 

A警告
函

翌已をあけないこと 1 

I注文コード：
・ 13035901? I 
L_ —---—-—-—-—-—_, 

△警告

又
注文コード：
130369015 

,
.
＿
＿
＿

-
9
_
•
•
9
•

―-I

・
・
’

,

..... 

i
,．
-

9

 

12-

「
~

“T
証

：

00-

は
取
こ
榎
と

i

意

に
を

る

取

こ

ド

ー

一

i

注

・／卜

す

、の

＿

oo-
コ
19

＿

て巳
013
-

心
戸[L
A警告

‘’ 
1, 置転中はカパー
をあけないこと

~}翌門翡各
る閉める，こと U

注文コード ：190010029 

△警告 A注意
1遍転中は手を入れ濠 ないこと I遍転中は必ず閉
2. 点検終了後は必ず

めてください

四はは竺tる卜~:しる・/:':;'
注文コード ・190010028

△警告

密
やけどをする

ことがあるので

モータ に手を

触れないこと●遍転中はカパー

をあけないこと
●点桟後は必ずカ
パーを取付ける
閉めること V

注文コード
130369004 

注記：GDR9VZ 11、14SZは片飼のみ。

注文コード．
130369018 

告
蝙

警
ーー
＇

A

」
遍転中は手を

入れないこと
I 

注文コー ド．
130369012 

△ 警告

ず

る
必
め
は

閉

後
を
了
ク
終

9

込

ャ

と

張
シ
こ
"
K
 
じ

注文コード： 190010024 

注）GOR9VZのみ

図1-3 標示ラベル貼付位置 (2)
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1.5 標示ラベルについて

1.5.2 標示ラベルの取扱い

●標示ラベルがすべて読めるか確認してください。文字やイラストが見えない場合、ラベルの

汚れを落とすか交換してください。

●標示ラベルの汚れ落としには布、水、洗剤を使用してください。

有機溶剤やガソリンなどを使用しないでください。

●標示ラベルの損傷、紛失、読めない場合は、ラベルの交換の必要があリます。

お買い上げのJAまたは販売店にお閤合わせください。周合わせ先は、巻末「緊急時の連絡

先」 を参照してください。

闘

ヘ
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2 機械の仕様、構成と運転の特徴

2 機械の仕様、構成と運転の特徴

2.1 機械の仕様
GDR 11・14SZの仕様を次に示します。

表2-1 GDR11・14sz仕様一覧表
項目 携種 乾 燥 機 （穀物用循環型）

型式名 GDR 11SZ GDR14SZ 
区 分 (3) 

処理量 穀物の 籾 560kgれ 300......, 1100 300 ,.__, 1400 

譴---と 小麦 680柊わ 360......., 1300 360......., 1400 

『
全長 (mm) 2570 
全幅 (mm) 1150 1340 
全高 (mm) 2430 2590 

機体質量〔重量〕 （柊） 430 450 

送 型式 FR33 

曇 形式 遠心式ターボ
常用回転数(r/min) 1720士50

火 型式 Cl35 
形式 ガンタイプ（噴霧式）

炉
点火方法 自動（イグナイタ）

「燃焼量 £時） 0.6-----2.5 

燃料
使用燃料 灯油(JI S 1号灯油）
タンク容量 R,) 30 

"''  

定格電圧V)注1
所

三相200・ 単相200(単相100)
定本機モータ 0.36 

要 l格屋引-フー-アンモータ 0.36 

電 I出 ロータリバルプモータ 0.03 

力 バーナファンモータ 0.05 

力 ~w1 自動水分計モータ 0.006 
注5 最大同時使用霞力しkW) 0.806 

性 籾注2 張込時間分， 13,....., 1? 17......,21 
排出筒周く分） 16-----23 21----29 

小麦注2
張込筒問く分） 16......,20 17---21 
排出筒蘭く分） 15----20 16,.....,21 

ム月ヒt:; 毎時乾減率注3
籾(961筒） 原料水分24%時 0.6---...,0.8 
小麦(%/峙） 原料水分30%時 0.7-----1.0 

諸 安全装置
lフレームロッド2風圧センサ3温度センサ4過負荷保護装置5異常燃焼検出回
路6マイコンによるアラーム検知及び停止装置？感震装置

装 運転制御
電子制御

標準装備品
1 自動水分計 2 デジタル表示 （温度•水分•残時間•アラーム） 3モータ4ハシゴ
5サイドホッパ6インバータ？非常停止スイッチ

匿 その他 オプション郎品 TモータスDワ2フロントホッパ（昇降機）3麦用規制板4昇降機上把排出バルプ
注4 "5単相100V電源用トランスボックス6自動切換バルブ？昇降機逆組付郎品

安全鑑定適合番号 27106 27107 

注1.単相100V電源でご使用の場合はオフションのトランスボックスが必翌です。
注2.張込・持出峙間は穀物の性状によって変動します
注3 毎廃乾減率は骰内の初期水分により巽なL）ます
注4.詳しくはベージ9-1「9.オプション部品と付属品の説明」を参照してください。
注5.モータプレーカの容量は、三相200V ス0ワなし は?A以上、三相200V(ス〇ワあリ）は10A以上、 単相200V(スロワあり、なし）は15A以
上、単相100V;スロワなし，は30A以上です。
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2.1 機械の仕様

GDR 15・18・21・2 4SZの仕様を次に示します。

表2-2 GDR15・18・21・24S2仕様一覧表

項目 携糧 乾 燥 機 （穀物用循環型）

型式名 GDR15SZ GDR18SZ GDR21SZ GDR24SZ 
区 分 (3) 

理量処穀物の 籾 560kg加｀ 300 -----1500 300,...., 1800 300 ------2100 300......, 2400 

這~ と 小麦 680kg;fn 360 ,.__, 1800 360 -----2150 360......, 2550 360......, 2700 

悶 全長 (mm) 2740 

1 
全幅 (mm) 1340 
全高 (mm) 2650 2890 3140 3380 
機体質量〔重量〕 （柊） 470 490 510 530 

送 型式 FR42 
風 形式 遠心式ターボ
機 常用回転数(r/min) 1720士50

尖 型式 Cl35 
形式 ガンタイプ（噴霧式）

炉
点火方法 自動（イグナイタ）
燃焼量(R,I時） 1.0----3.5 

燃 使用燃料 灯油CJI S 1号灯油）
料 タンク容量U) 40 
定格電圧(V) 三相200・単相200

所 本機モータ 0.7 
定

要
格
吸引ファンモータ 0.85 
ロータリバルプモータ 0.03 

電 出 バーナファンモータ 0.05 
力 力自動水分計モータ 0.006 

注4
KW トップクリーナ 0.06 
最大同時使用電力(kW) 1.696 

性 籾注1 張込時間分， 13......., 15 15-18 18~21 21------24 
排出時間（分） 15-----18 18-22 21-25 24----29 

小麦注1
張込時間（分） 15....._ 18 18,.___,22 22,.....,26 23----27 
排出時簡（分） 13,..,_, 16 16-19 19---22 20......,24 

能 毎時乾減率注2
籾(%!時） 原料水分24%峙 0.6.......,0.8 
小麦(96/詩） 原料水分30%峙 0.7 ......... 1.0 

諸 安全装謹
1フレームロッド2風圧センサ3温度センサ4過負荷保護装置'.5異常燃焼検出回
路6マイコンによるアラーム検知及び停止装置？感震装置

運転制御 電子制御
装

標準装備品
1 自動水分計 2 デジタル表示（温度•水分•残峙周アラーム） 3モータ 4ハシゴ

その他
注7

5サイドホッパ6トップクリーナ？満量センサ8インバータ）9非常停止スイッチ

置 i オプション弼品 1モータスロワ？フロントホッパ（昇降機）3麦用規制板
注3 4自動切換バルプ5昇降機逆組付陀品

安全鑑定適合番号 27108 

注 1.張込・推出時間は穀物の性状によって変動します
注2.毎明乾減率は穀物の初期水分により巽なリます

27109 

注3.詳しくはページ9-1「9.オプション部品と付属品の説明」を参照してください。

27110 27111 

注4.モータプレーカの容●は、三相200V スロワなし は10A以上．三相200V(ス〇ワあり）は15A以上、単相200V(スロワなし）は20A以上、 単
相200V(スロワあり、は30A以上です。
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2 機械の仕様、構成と運転の特徴

D
 

H
 

F
 

G
 C

-

図2-1 GDR11・14SZ機体寸法

D
 

M 

J
 AIB 

F
 
-C 

図2-2 GDR15・18・21・24SZ機体寸法

表2-3 GDR11・14・15・18・21・24SZ機体寸法一覧表

H
 

（単位 ：mm) 

型式名 GDR 11SZ GDR 14SZ GDR 15SZ GDR 18SZ GDR 21SZ GDR 24SZ 

A 2430 2590 2650 2890 3140 3380 

B 2060 2220 2280 2520 2770 3010 

C 25?0 疇 2740 疇 ~ ~ 

D 1150 1340 ． . 疇 ← 

E 1150 ~ 疇 疇 疇 疇

F 2150 ~ 2240 ． . . 
G 420 ~ 500 疇 囀 疇

H 2180 2340 2410 2650 2900 3140 

I 1470 疇 1630 疇 ~ 疇

J 260 疇 350 疇 ~ 疇

K 310 ~ 疇 囀 . 疇

L 610 疇 ． 鴫 疇 .~ 

M 2090 ． 2180 疇 ~ ← 
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2.1 機械の仕様

GDR9VZの仕様と機体寸法を次に示します。

表2-4 GDR9VZ仕様一覧表

ヘ

項目 機種 乾燥機 （穀物用循環型）

型式名 GDR9VZ 
区 分 (3) 

処理● 穀物の 籾 560kg加・ 300 ....._ 900 

這~ と 小麦 680kg而 360,....., 1100 

百
-- -

全長 (mm) 3010 

>
全幅 (mm) 1410 
全高 (mm) 2190 

機体質量〔重量〕（樗） 420 

送 型式 FR33 

醤 形式 遠心式ターボ
常用回転数(r/min) 1450士5050Hz 1?20士5060Hz1 

火 型式 Cl 35 
形式 ガンタイプ（噴霧式）

炉
点尖方法 自動（イグナイタ）

燃焼量£/時） 0.6......,2.5 

料燃
使用燃料 灯油(J I S 1号灯油）
タンク容量(£) 30 

所
定格電圧(V)注1 三相200・単相200¥単相100)
定本機モータ 0.36 

要 格 吸引ファンモータ 0.36 

電
出 Dータリバルプモータ 0.03 

力 バーナファンモータ 0.05 
力 kW' 自動水分計モータ 0.006 
注5 最大同時使用電力(kW) 0.806 

性 籾注2 張込筒簡分 11-14 
排出時間（分） 13-18 

小麦注2
張込時間（分） 13.......,17 

排品時周（分） 13"-'17 

ム月~ヒヒ 毎時乾減率注3
籾(96/』時） 原料水分24%時 0.6"'0.8 
小麦(%!詩）原料水分30%時 0.7 ........ 1.0 

安全装園
tフレームロッド2風圧センサ3沼

諸
度センサ4過負荷保護装置5異常燃
焼検出回路6マイコンによるアラー
ム検知及び停止装置？感震装置

運転制御 電子制御
り‘自動水分計2デジタル表示

装 標準装備品
（温度•水分•残時間•アラーム
ふモータ4フロントホッパ昇
降携

その他 1モータスロワ2サイドホッパ31
オプシ ン郎品麦用規制板4昇降機上邸排出バ

置 ヨ ルプ5単相100V霞源用トランス
I 注4 ボックス6排風ファン用90エルボ

？昇降機逆組付団品8/¥シゴ

安全鑑定適合番号 27136 

o
u』

L
 

／誼
8

1150 

1410 

2090 -i 
II II ,I: 

--i cu 

m-

0
文

6

2120 420 
3010 

図2-3 GDR9VZ機体寸法 （単位 ：mm) 

注1.単相100V電源でご使用の場合はオブションのトランスポックスが必翌です。
注2 張込 拮出特間は穀物の性状によって変動します
注3.毎明乾減率は初期水分によリ巽なります
注4.詳しくはページ的 「9.オプション部品と付属品の説明」 を参照してください。
注5.モータプレーカの容量は、三相200Vスロウなし は?A以上、三相200V1スロワあリ）は10A以上、単相200V(スロワあり．なし）は15A
以上．単相100V;スロワなし は30A以上です
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2 機械の仕様、構成と運転の特徴

2.2 機械の構成
GDR 11・14SZの構成を次に示します。

昇降機上郎安全カバー

張込点検窓

バケットベルト
点検カバー

自動水分計

張込ホッパ
固定金貝

張込ホッハ

本機モータ

重

サイドカバー

サイドカバー
固定金貝

昇降機
カバー

昇降機下陀バルプ受板
安全カバー固定ナット

上祀スクリュ用
掃除レバーロープ

排出パイプ

コントDールボックス

フDントパネル

ンクレキシプルチューブ

ヽ 燃料タンク

頃

下郎スクリュ受板固定ナット

バケッ トベルト張リ調整ボルト

国麗副 湧
駆動感安全カバー

図2-4 GDR11・14SZ機械全体図

2-5 
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2.2 機械の構成

GDR 15・18・2 1・2 4SZの構成を次に示します。

昇降機上郎

トップクリーナ
点検カバー

トップクリーナ取付台

満量センサ取付台 ― 

"'¥ (_ 
昇降機

ハシゴ取付金具

ハシゴ

バケットベルト
点検カバー

自動水分計

張込ホッパ
固定金貝

昇降機上陀安全カバー

本機モータ

m-

コントロールボックス

フレキシプルチューブ

ヽ
燃料タンク

匿
昇降機
カバー

昇降機1:BB
安全カハー

下郎スクリュ受板固定ナット

トップクリーナ取付台 バケットベルト張り調整ボルト

トップクリーナ
／ 天井

排風ダクト

吸引ファン

サイドカバー

サイドカバー
固定金貝

国 湧二麗］
駆動邸安全カバー

図2-5 GDR15・18・21・24S2機械全体図
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2 機械の仕様、構成と運転の特徴

GDR9VZの構成を次に示します。

張込点検窓

バケットベルト
点検カバー

自動水分計

サイドカバー
固定金具

本機モータ

量

サイドカバー
固定金具

排風ダクト

昇降機上邸安全カバー

切換バルプ

昇降機
カバー

／ 

昇降機下郎バルプ受板
安全カバー固定ナット

穀物表示窓

張込・排出切換レバー

上郎スクリュ用
掃除レバーロープ

排出バイプ

コントロールボックス

フレキシプルチューブ

燃料タンク

頃二厠

下郎スクリュ受板固定ナット

バケットベルト張り調整ボルト

駆動感安全カバー

図2-6 GDR9VZ機械全体図
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2.3 各種乾燥運転の特徴

2.3 各種乾燥運転の特徴

いろいろな乾燥運転の特徴について次に示します。名乾燥運転の操作方法については、ページ5-1

「5 機械の運転操作」 を参照してください。

〈やや速い乾燥〉

●穀物をはやく乾燥します。

注 記 ’’ 
ヘ

●下記に示すような場合は安全のため［乾燥速度設定］ツマミを［やや速い］に設定し

て乾燥しないでください。朋割れが増加する可能性があリます。

(a)原料中に青未熟粒、その他の未熟粒が多い籾

(b)原料中に朋割れのある籾

Cc ) 原料中に脱ふ • 開えい（籾殻が開いている）のある籾
(d)月月割れしやすい品種の籾

(e)空気が乾燥 （乾燥機の周辺湿度が60%以下）している場合

〈ふつう乾燥〉

●穀物を通常のはやさで乾燥します。

注記

●下記に示すような場合は、安全のため［乾燥速度設定］ツマミを［ややゆっくり］に

設定して乾燥してください。

(a)原料中の青未熟粒、その他の未熟粒の合計が15%以上の籾
(b)原料中の重胴割れが3%以上の籾
Cc)原料中の脱ふが10%以上の籾
(d)原料中の開えい （籾殻が開いている）が10%以上の籾
Ce)胴割れしやすい品種の籾

〈ややゆっくり乾燥〉

●穀物をゆっくリ乾燥します。胴割れしやすい品種の籾および被害粒のある穀物などで使用しま

す。

〈グルメ乾燥〉

●籾を逐次昇温により乾燥します。被害粒の多い籾などで乾燥時間が長くかかっても食味を低下

させたくない場合に使用します。
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2 機械の仕様、構成と運転の特徴

〈2段乾燥〉

●原料籾の水分のばらつきが大きい場合に使用します。

●乾燥中の穀物の水分値が18%になると乾燥運転を5時間休止します。
●休止によって穀物水分の差が小さくなり仕上水分のムラも少なくなります。また、乾燥によ

る疲労がとれ、過乾燥および胴割れなどが栽少します。

●乾燥開始水分が18%以下の場合や、休止中に［停止］スイッチを押し、再度［乾燥］スイ

ッチを押した場合は、休止に入リません。

水分18%

点乾燥

二 l火 （乾燥速度制御）I 休止5時間 I炭？乾燥:渡制御）
運転開始 設定水分値自動停止

図2-7 2段乾燥運転図

IA警告I
●休止中は［停止］スイッチランプが点滅しています。

休止が終わると乾燥運転を再開しますので注意してください。

〈もち乾燥〉

●もち米を乾燥します。胴割れを増加させないように、低めの熱風温度でゆっくリ乾燥します。

注記

●もち米で［乾燥速度設定］ツマミを［もち］に設定して乾燥し

ない場合、胴割れが増加します。

〈酒米乾燥〉

●酒米を乾燥します。朋割れを増加させないように、低めの熱風温度で乾燥します。

注記

●酒米で［乾燥速度設定］ツマミを［酒米］に設定して乾燥しな

い場合、月別割れが増加します。

〈種子乾燥〉

●種子用の穀物を乾燥します。 発芽勢•発芽率を低下させないために、低めの熱風温度でゆっく

リ乾燥します。

注記

●種子用の穀物で［乾燥速度設定］ツマミを［種子］に設定して

乾燥しない場合、発芽勢• 発芽率が低下します。

2-9 



2.3 各種乾燥運転の特徴

〈ピール麦乾燥〉

●ビール麦を乾燥します。発芽勢•発芽率を低下させないために、低めの熱風温度でゆっくリ乾

燥します。
注 記

●ビール麦で［乾燥速度設定］ツマミを［ビール麦］に設定して

乾燥しない場合、発芽勢•発芽率が低下します。 m-〈タイマ乾燥〉

●タイマで設定された時間で乾燥します。乾燥時間を指定したい場合や、自動水分計が故障した

場合などに使用します。
注 記

●タイマ乾燥する場合、乾燥し過ぎになる可能性があるため、乾

燥途中で手持ちの水分計によリ穀物の水分を確認してください。

〈バーナ間断燃焼乾燥〉

●［品種設定］ツマミを［もみA],.._,[もみCJ、［張込量設定］ツマミを［少]• [ 1 ]に設定しますと、

バーナは連続燃焼ではなく間断燃焼します。

● GDR 11・14SZおよび9VZで張込量［少］の場合、バーナは60分間燃焼、 30分間休止を繰リ返

します。

● GDR 11・14SZおよび9VZで張込量[1 ]の場合、バーナは90分間燃焼、 30分間休止を繰リ返

します。

● GDR 15,..._,24SZで張込量［少］の場合、バーナは30分間燃焼、 30分間休止を繰リ返します。
● GDR15,..._,24SZで張込墨[1 ]の場合、バーナは45分間燃焼、30分間休止を繰リ返します。

●いずれの場合も設定の仕上水分になると自動停止します。

● ［品種設定］ツマミを［小麦］• ［大麦］に設定した場合は、バーナは連続で燃焼します。

］炭 乾燥

運転開始

休止30分 焚乾燥 こ設定水分値自動停止
図2-8 バーナ間断段乾燥運転図

IA警告I
●休止中は ［乾燥］スイッチランプが点灯し、昇降機と下部スクリュ

のみ動作しています。

休止が終わると乾燥運転を再開しますので注意してください。
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3 コントロールポックスの説明

3 コントロールボックスの説明

コントロールボックス操作部にあるスイッチとランプなどについて説明します。

IA注意I
●本書をよく読み、理解するまでは機械を作動させないでください。

●操作についてはページ5-1「5 攪械の運転操作」 を参照してくださ

い。

,7) く8) ⑲) 

モ

乾燥速度

ゅ~!り、ふつぅ ＄名

ブザー停止

仕 上 水分／タイ マ ）I ［張込 量 lし霊＿堕

④
 

.‘,＇ 

ー
。

夕¢ ↓ I f / 運I転操作

SYSTEM 

切

l5) (§) 2
 

①
 

図3-1 コントロールポックス外観図
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3 コントロールポックスの説明

番号 名 称 機 ム月七ヒ； 

(J) ［電源］スイッチ 電源の［入］、 ［切］を行います。

2~ ［張込塁設定］ツマミ

I張込量の設定を行います。
（少量あるいは 1に設定した場合品種を籾にするとバーナが間

断燃焼します。）

＠） ［品種設定］ツマミ 品種の設定を行います。

④ ［乾燥速度設定］ツマミ 乾燥速度の設定を行います。

(5) ［仕上水分設定］ツマミ
仕上水分の設定を行います。

タイマ位置にセットするとタイマ運転になります。

国
⑥ ［タイマ設定］ツマミ タイマ運転時の運転時間を設定します。

...... 

G) モニタ表示部
熱風温度、穀物水分値、運転残時間を順次表示します。アラー

ムが発生した場合はアラームNoを点滅表示します。

アラーム発生時のブザー音を止め、アラームNoを点滅表示か
~ 
［モニタ］スイッチ ら点灯表示に切換えます。

運転中に押すと仕上水分設定値が点滅表示されます。

I 

⑨ 
［水分のばらつきはば］ 自動水分計で測定した水分をもとに計算した穀物水分のバラッ

ランプ キを表示します。

Q01 ［未熟米］ランプ
自動水分計で測定した水分をもとに計算した未熟米混入塁を表

示します。

⑪ ［張込］スイッチ 押すことにより張込運転を行います。

⑫ ［送風］スイッチ 押すことによリ送風運転を行います。

＼、旦一 ［乾燥］スイッチ 押すことによリ乾燥運転を行います。

~、一) ［排出］スイッチ 押すことにより排出運転を行います。

⑮ ［停止］スイッチ 押すことによリ名運転を停止します。
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4 稼働期前の確認と作業

4 稼働期前の確認と作業

稼働期前には、次の確認と作業を行ってください。

吸引ファン

バーナ前面

1)機械周辺の作業通路に、障害物がないことを

確認する。

●作業通路は、バーナ前面で機械から2m以上、

リターンダクト その他の場所で機械から1m以上必要です。

建屋 （壁）
注 記

●バーナおよび排風ダクトロ、リターンダク

卜吸込0には、突風が入らないように注意

してください。乾燥性能に影響します。

図4-1 乾燥機周辺平面図

3)アース棒が地中に埋設 (50cm以上）されて

いることを確認する。

図4-2 機械全体図

2)切換バルプと排出パイプ間に静電気防止用ア

ース線が取付けられていることを確認する。

ヽ

地面よリ
50cm埋設

IA警告I
●乾燥運転の前には、バーナポックス内と熱風胴内の掃除を行ってく

ださい。掃除を行わない場合は、火災が発生することがあリます。

注記

●バーナボックス内および熱風胴内を掃除する時は、風圧センサや温

度センサを曲げたり、傷つけたリしないでください。
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4 稼働期前の確認と作業

△注意I
●バーナは重量物です。取出す時、組付ける時に、腰を痛めたリ、足

の上に落とさないように注意してください。

〈バーナポックス内と熱風胴内の掃除）

フロントパネル

ヘ

バーナファンカバー
図4-3 機械全体図

このイラストは

GDR 11, 14SZ,9VZを示します

4)機械のバーナボックス内と熱風胴内の掃除を

行う。

(a) フロントパネルを外す。

A.-蝶ネジ 1本） ●蝶ネジを外し上に持ち上げる。
r一—,n

(b) バーナーファンカバーを外す。

●ビスを外し引き出す。

Cc) バーナの名コネクタを中継コードから外す。

(d) バーナを外す。

(e) バーナボックス内の空気取入口を掃涼しゴミ・

ホコリを取除く。

(f) 熱風朋内のゴミ• ホコリをホウキなどで取

除く。

(g) バーナの燃焼炉にススが付着しれいれば取

除く。

(h)掃除が終わったら逆の手順で組付ける。

II 

温度センサ

このイラストは

GDR15-24SZを示します

図4-4 バーナ

風圧センサ

吸引板

空気取入口

図4-5 空気取入口および熱風胴内

注 記

●燃焼炉はバーナケーシングから取外さないでください。

●燃焼炉を掃除する場合、フレームロッドを曲げないように注意して

ください。

4-2 



4 稼働期前の確認と作業

注油箇所99 9 

•— 

仁>

図4-6 駆動部の注油箇所

4-3 

6)運転前には必ず名駆動EB(軸受など）を点検

し、適時注油 （機械油）する。



5.1 運転前の確認と作業

5 機械の運転操作

5.1 運転前の確認と作業

運転前には、次の確認と作業を行ってください。 （日常点検）

注記

●機械を深夜運転する場合は、騒音などで近所に迷惑をかけないよう

配慮してください。

まっすぐピンと張る 1 ) バーナの周辺 1m以内にワラくず• 燃料など燃えやす

ヘ
1m以r:すへい物 いものがないことを確認する。

際／
2)排風エルボ、排風ダクトを取付ける。

3)排風ダクトがまっすぐ張られ、遮へい物がダクト先端

から1m以上離れていることを確認する。

4)作業場の窓を開け、換気をよくする。

5)バーナボックス内および熱風胴内にゴミがないことを

確認する。

国

図5-1 排風ダクト図

IA警告I
●乾燥運転の前には、バーナボックス内と熱風朋内の掃除を行ってく

ださい。掃除を行わない場合は、火災が発生することがあります。

6)張込ホッパ （サイドホッパの場合）内を確認する。

● GDR 11・14SZの場合はホッパ内にガードが取付けら

れているのを確認する。

● GDR 15,.___,24SZの場合はホッパ内に張込規制板が取付

けられているのを確認する。

図5-2 張込ホッバ

5-1 



5 機械の運転操作

〈各モータの回転の確認〉

電源

入ED]切

7)名部のカバーが取付けられていることを確認

する。

8)名モータの回転を確認する。

(a)コントロールボックス操作部のも下にある

［電源］スイッチを ［入］にする。

●モニタ表示が333→222→ 111となリ外

気温度が表示される。

IA警告I
●周囲の安全を確かめてから、運転を開始してください。

●2人以上で作業を行う場合は、互いに合図をかわし作業を行ってく

ださい。

フロントバネル

吸引ファンモータ

図5-3 暖引ファン

5-2 

(b)[排出］スイッチを押す。

●［排出］スイッチランプ （緑色）が点灯

する。

(c)バルプモータが回転しているのを確認する。

●バルプモータの回転方向は、フDントパ

ネル下の左右のバルブ軸を見て確認できま

す。

●Dータリバルプ軸を正面より見て、もの

バルプ軸は左回転、左のバルブ軸は左回

転します。

(d)本機モータの回転および回転方向を確認する。

●本機モータの回転方向は、張込ホッパを

開いて下部スクリュを見て確認できます。

●下笹スクリュは、昇降機側に搬送する方

向に回転します。

Ce)吸引ファンモータの回転および回転方向を

確認する。

●吸引ファンモータの回転方向は、モータ

の後ろから確認します。

●吸引ファンモータの回転方向は、モータ

の後ろから見て左回転です。

、-



5.1 運転前の確認と作業

。ロ
(f)[停止］スイッチを押す。

●［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯する。

(g)[電源］スイッチを ［切］にする。

IA危険l
●燃料は、灯油 (J I S 1号灯油）を使用してください。

軽油・ガソリンは火災の原因となリますので絶対に使用しないでく

ださい。

、ー、 9)燃料タンクに灯油 (J I S 1号灯油）を給油

する。

10)次に説明する要領でフレキシプルチューブの

エア抜きを行う。

国

IA警告I
●フレキシプルチュープのエア抜きをする場合、灯油がこぼれるので

受皿を用意してください。

●受皿からこぼれた灯油は、きれいに拭取ってください。

〈エア抜きの方法〉 (a)フレキシブルチュープをバーナ側ポンプの

カプラから外す。

（ページ6-7~楳斗ストレーナの掃除〉参照）

フレキシプルチュープ

図5-4 乾燥機部分図

5-3 



5 機械の運転操作

開''閉

三燃料タンク ，，ヽ

図5-5 燃料タンク下部図

カプラ

→ L」
／ 
匹胡璽璽

フレキシプルチューブ

図5-6 カプラ接続図

(b)フレキシプルチュープの先端を片手で持つ。

(c)燃料タンク1則ストレーナのコックを開く。

(d)先端から灯油があふれ出す前にすばやく指

でふさぐ。

(e)燃料タンク側ストレーナのコックを閉める。

(f) フレキシプルチュープの先端から灯油がこ

ぼれないように注意して、バーナ側ポンプ

のカプラにフレキシプルチューブを接続す

る。

(g)バーナ側ポンプのフレキシブルチュープ接

続部よリ灯油がもれていないことを確認す

る。

3) 燃料タンク側ストレーナのフィルタエレメ

ントが汚れていないか確認する。

●ねじ込み式のカップを外す。

●汚れがある場合は掃除する。

（ページ6-5「6.2.2燃料ストレーナの掃除」）

IA警告I
●フレキシブルチューブをカプラに取付けた後、灯油がもれていない

ことを確認してください。

5-4 
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5.2 張込運転

5.2.1 張込量の目安

張込量の目安を示します。殻物の性状、品種によリ、張込量は変わります。

初回の穀物のメIJ取リは穀物を少なめにメIJリ取ってください。

袋数はコンバイン袋 （約35kg入リ）で計算しています。

表5-1 GDR11・14SZ 張込量

穀物の種類 籾 小麦（参考〉

張込量設定 袋数 重量 （心） 袋数 重量 (kg; 袋数

少 9----11 300 ， 360 ， 
1 12----13 400 11 450 10 
2 14---17 600 17 700 15 
3 18-23 ヽ 800 23 950 22 
4 24-31 1100 31 1300 29 
5 32~40 I 1400 33 I 1400 32 

表5-2 GDR15・18・21・24SZ 張込量

穀物の種類 籾 小麦（参考）

張込量設定 袋数 重量 (kg) 袋数 重量 rkg) 袋数

少 9~11 300 ， 360 ， 
1 12~13 400 11 450 10 
2 14~17 600 17 700 15 
3 18~25 900 25 1100 24 
4 26~34 1200 35 1450 33 
5 35~43 1500 43 1800 42 
6 44~51 1800 51 2150 50 
？ 

I 
52~60 2100 61 2550 59 

8 61~69 2400 
I 
64 2?00 63 

表5-3 GDR9VZ 張込量

穀物の種類 籾 小麦：参考）

張込量設定 袋数 重量屈） 袋数 菫量 'kg) 袋数

ノ少 9------11 300 ， 360 ， 
1 12-13 400 11 450 10 
2 14-17 600 17 700 15 
3 18~25 900 25 1100 24 

5.2.2 張込運転操作

穀物を張込む場合は、次の操作を行ってください。

注記

5.2 張込運転

大麦 （参考）

重量 (kg)

340 
400 
600 
850 
1150 
1250 

大麦 （参考）

重量 kg)

340 
400 
600 
950 
1300 
1650 
1950 
2300 
2450 
.''  

大麦（参考）

重量 (kg)

3iU  40 

●張込む前に、前回乾燥した穀物が全て排出されていることを確認してください。

●籾• 麦以外の穀物は張込まないでください。

●張込む品種が変わった場合は、ヘージ6-1「6.1 残留穀物の取出しと掃除」 を参照のうえ残留

穀物を取出してください。

●ワラゴミなどの異物は乾燥ムラの原因となるため、張込前に取除いてください。

●何回かに分けて張込みを行う場合は乾燥ムラを防止するため張込みと張込みの間も送風運転を

行なってください。

●半乾穀物を張込む場合は、張込流量を7割程度に減らしてください。機械故障の原因となります。

●天井などへ直投入で張込む場合は均分のかたよリを防止するため送風運転の状態で張込んでく

ださい。

5-5 
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5 機械の運転操作

i~ ◎◎ 
9 ,ヽ - '( 仕上水分 ／ タイマ ）1 

［張込量 lI電源

モ 夕 運転操作

直直国

ゅ咲’り、ふつう §名

仕上水分

曰
ブザー停止

GOURMET DRYING SYSTEM 

入ロニ如

図5-7 コントロールポックス操作部

~ 
入〖〗l 切

l 

品種 ］ 品種 品 種

籾 小麦 大麦
裸麦 ビール麦

゜◎ 

1)張込・排出切換レバーを張込側にする。

（レバーを押し上げる。）

2)コントロールボックスの［電源］スイッチを

［入］にする。

3) [品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

籾 ：［もみ8]

小麦• 裸麦 ：［小麦8]

大麦 • ビール麦 ：［大麦8]

4) [張込］スイッチを押す。

●［張込］スイッチランプ （緑色）が点灯する。

●機械が運転状態となる。

、-、9

注 記

●張込運転時は、吸引ファンは作動しません。

●張込運転時に吸引ファンを作動させる場合は、お買い上げのJAま

たは飯売店に連絡してください。

5-6 



5.2 張込運転

張込点検窓
5)張込ホッパを開ける。

● GDR 11......,24SZのホッパの開け方

ノブボルトを緩めて固定金貝を上側へまわ

し張込ホッパを開けます。

注記

●ホッパ内のガードあるいは張込規制板にワ

ラゴミが滞留した場合は、張込前に取除い

てください。

機械全体図

● GDR9VZのホッパの開け方

ホッパのシャッタを上に引き上げて開けます。

張込ホッパ

6)ホッパから骰物を張込む。 国
7) GDR 11・14SZおよび9VZで、

ガード I張込停止I表示位置まで張リ込んだ場合は、
ただちに張込を中止する。

8) GDR15・18・21・24SZで満塁になった場

合は、満量センサが作動する。

(a)モニタ表示部に[001]が点滅表示される。

図5-9 張込ホッバ(GDR11---24SZ) ●プザーが0鳥る。

(b) [停止］スイッチを押し、一担停止する。

(C) [モニタ］スイッチを押す。

●［モニタ］スイッチを1回押すとブザーが

停止する。

●［モニタ］スイッチをもう1回押すと、モ

ニタ表示郎の[001]が消える。

(d)続けて張込む場合は、タンクの穀物表示窓

を見ながらI張込停叫表示位置になるまで
図5-10 張込ホッバ(GDR9VZ)

直亘］亙互〕国『,,,,,・ 
Lf Lf f 
己〕

注意して張込みを行う。

プザー停止

。二
5-7 



5 機械の運転操作

注記

● GDR 11・14SZおよび9VZで、タンクの張込点検窓を見て、 I張込注意I表示位置
0亘）まで張込んだ場合は、タンクの穀物表示窓を見ながら屋区豆国表示位
置になるまで注意して張込んでください。 I張込注意I表示位置からコンバイン袋で3,.....,4
袋(1袋35kgとして程度張込むことができます。（ただし籾の性状によって異なリます。）

●張込み過ぎて乾燥を始めると飛散盤が埋まり乾燥機が停止することがあリます。

= L 

l翌旦甚笠：言上
＊ 

<れ穴芦唸ヘ
●穀物と飛散盤の距離を10cm以上あけて張込を中止してください。

● GDR24SZで麦を張込む場合は、I麦張込停止I表示位圏以上張込まないでください。
機械故障・損傷の原因となリます。

●低水分小麦（水分18%以下）は穀物表示窓の喝7を超えて張込まないでください。機械故

障・損傷の原因となリます。

巳゚
9)張込ホッパ内の穀物がなくなるのを確認する。

10) [停止］スイッチを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。

●機械が停止する。

注 記

●ホッパ内のガードあるいは張込規制板にワラゴミ等がからまった場合は、電源を切るか

又は非常停止スイッチを押してから取除いてください。

非常停止スイ ッチ

11)張込ホッパを閉める。

●張込んだ穀物の水分のばらつきは張込運転中

に［水分のばらつきはば］ランプに表示される。

例）水分のばらつきが多い場合はランプ

（赤色）の点灯数が多くなる。

●張込んだ穀物の未熟米の量は張込運転中に

［未熟米］ランプに表示される。

例）未熟米が多い場合はランプ （赤色）の

点灯数が多くなる。

A淮意」
●張込運転時、吸引ファンを作動させている場合は、張込ホッハを閉める時にファンの吸引力

で蟄いよく閉まることがありますので、指•手などをはさまないように注意してください。

●張込ホッハを閉めたあとは、固定金具を降ろしノプボルトを確実に締めてください。

5-8 
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5.3 送風運転

送風運転方法を次に示します。バーナは燃焼しません。

注記

●一般的に、午前中刈り取った穀物の水分の方が、午後刈り取った穀

物の水分より高めですから、乾燥ムラをなくすため、午前中刈リ取

った穀物は、乾燥機に張込み、送風運転をして水分差をなくしてく

ださい。

●バーナの故障で乾燥ができない場合、送風運転をして穀物の変質を

防止してください。

5.3 送風運転

［ モニタ ］［ 運転操作 ） 
,----.、、

直区互］国唖〕
、 、仕上水分

B 
ブザー停止仕づ迩）I I已圏I

（乾燥速度）（ 品 種 ）（ 仕上水分 ／ タイマ ）l （張込 量 ］し隻し璽

ゅ禁？し）、ふつうlt-

入ロニ〗切

GOURMET DRYING SYSTEM 

図5-11 コントロールポックス操作部

電源
1) [電源］ スイッチを［入］にする。

入 〖〗l 切

5-9 
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5 機械の運転操作

（品種 ）（ 品種）（品種］

籾 麦
麦
小
裸

大麦
ビール麦

直疇国亜］

〗汀

2) [品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

籾 ： ［もみBJ

小麦• 裸麦

大麦•ビール麦

［小麦BJ

［大麦BJ

3) [仕上水分設定］ツマミを希望の水分値に設

定する。

●モニタ表示郎に仕上水分設定値が点滅表示

される。

注 記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、または品種が変わった場合は、

希望する仕上水分設定よりもQ.5........ 1.0%高く設定してください。

＠゚
4) [送風］スイッチを押す。

● ［送風］スイッチランプ （緑色）が点灯す

る。

●送風運転を開始する。

●運転中に［モニタ］スイッチを押すとモニ

タ表示部に仕上水分設定値が点滅表示され

る。

巳゚
5)運転途中で送風を止める場合は［停止］スイ

ッチを押す。

● ［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯す

る。

●機械が停止する。

6)穀物水分が仕上水分になると、自動停止する。

●モニタ表示8Bに水分値が点灯表示される。

● ［送風］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

5-10 
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5.4 籾の乾燥運転

5.4 籾の乾燥運転
1)乾燥する前に、必ず原料の品質を確認してく

［乾燥速度
ださい。

ゅ袋’り、ふつう tr- 2)毎年初回の乾燥、または品種が変わった場合

遵
は、希望する乾燥速度設定よリも一段下げ、

ゆっくリ乾燥してください。

乾燥終了後、仕上がった籾の品質を確認した

うえで次回の乾燥速度を設定してください。

3)毎年初回の乾燥、または品種が変わった場合

は、［品種設定］ツマミを ［もみBJに設定して
乾燥を行なってください。

乾燥終了後、籾水分を手持ちの水分計で確認

し2回目以降の品種設定を行なってください。

゜
、、タ （ページ5-30「5.7.3 水分表示値の合わせ

方」 参照）

4)毎年初回の乾燥、または品種が変わった場合

は、過乾燥を防止するため希望の仕上水分設

定よリも0.5~ 1.0%程度高く設定して乾燥を

行なってください。

乾燥後数時間は玄米の水分が籾殻に移り、

I 
乾燥終了後、籾水分を手持ちの水分計で確認

玄米は少し乾きます。 し2回目以降の仕上水分の設定を行なってくだ

塁 籾殻玄米 (16%)

さい。

5)籾の乾燥終了後、排出する前に手持ちの抵抗

(10%以下）
式水分計で水分を測定し、希望の水分値にな

っているか確認してください。

［空気が乾燥している日も乾きます。 乾燥直後の籾は、玄米の水分が籾殻に移行し

ていないため、手持ちの抵抗式水分計の方が

未熟米が多い場合、未熟米によって水分が ］
モニタ表示郎の水分表示よリ高目になること

戻ります。 があリます。

亨整粒←(1乙5%)未7熟米 (20%)」I 
未熟粒 （青米）が10%以上混入している場合

は、乾燥後未熟粒の水分が整粒玄米に移り 、

整粒玄米の水分が高くなることがあリますの
（雨天の日も戻ります。 l で、籾摺前には再度水分を確認してください。

注記

●濡れた籾を乾燥する場合は、タンクに濡れた籾がはリつき循環しな

くなリ籾が変質する場合があリます。

その場合は、籾の表面付雹水がとれるまで （例えば水分25%程度）

［ややゆっくリ］で乾燥してください。

5-11 

国



5 機械の運転操作

5.4.1 うるち米の乾燥運転

うるち米の乾燥運転方法を次に示します。

注記

●下記に示すような場合は安全のため［乾燥速度設定］ツマミを［やや
速い］に設定して乾燥しないでください。
朋割れが増加する可能性があります。
(a)原料中に青未熟粒、その他の未熟粒が多い籾
(b)原料中に胴割れのある籾
(C)原料中に脱ふ、開えいのある籾
(d)胴割れしやすい品種の籾

(e)空気が乾燥 （乾燥機の周辺湿度が60%以下）している場合

注記

●天候および穀物の性状などの影響により上記の乾燥速度にならない
場合もあります。

●下記に示すような場合は、安全のため［乾燥速度設定］ツマミを
［ややゆっくり］に設定して乾燥してください。
(a)原料中の青未熟粒、その他の未熟粒の合計が15%以上の籾
(b)原料中の重朋割れが3%以上の籾
(C)原料中の脱ふが10%以上の籾
(d)原料中の開えい （籾穀が開いている）が10%以上の籾
(e)胴割れしやすい品種の籾

モ
● ,_  

夕 〕（ 運転操作 ） 

直疇亨
仕上水分

曰
仕上 水分／ タイマ ）I ｛張込量 )I電源

~ 
10。店 JO

入ロニ〗切

GOURMET DRYING SYSTEM 
図5-12 コントロールポックス操作部

開''閉 1) [電源］スイッチを［入］にする。

2)燃料タンクのコックを開ける。

燃料タンク
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5.4 籾の乾燥運転

乾燥速度 ）

ゅ苫？りふつう§衣

3) [乾燥速度設定］ツマミを［希望する乾燥］に設定

する。

［やや速い］［ふつう］［ややゆっくリ］ ［グルメ][2段］

（ページ2-8「2.3 各種乾燥運転の特徴」 参照）

（ 品種

注記

●朋割れ防止のため、毎回初回の乾燥、または品種

が変わった場合は、希望する乾燥速度設定よリも

一段下げ、ゆっくリ乾燥してください。

ヘ

仕上水分 ／

[9
 
直＿＇
回且

注記

●種子用の穀物で「乾燥速度設定」ツマミを［種子］

に設定して乾燥しない場合、発芽勢• 発芽率が低

尺:0;_25「5.6種子の乾燥運転」 参照） I I置
4) [品種設定］ツマミを［もみBJに設定する。

5) [仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値に

設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示

される。

注記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、また

は品種が変わった場合は、希望する仕上水

分設定よリも0.5.......,1.0%高く設定してくだ

さい。

6) [張込皇設定］スイッチを実際に張込んだ穀物

表示窓の番号に合わせて設定する。

注記

●［張込量設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合

わせて設定してください。誤って設定した場合は、月月割れが発生し

たり、乾燥時間が必要以上に長くかかったリすることがあります。
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5 機械の運転操作

◎
冒戸鳳

7) [乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ （緑色）が点灯する。

●1分後にバーナが着尖する。

●乾燥運転を開始する。

●モニタ表示陀に熱風温度・現在の水分・運

転残リ時間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中［モニタ］スイッチを押すとモニタ

表示圏に仕上水分設定値が点滅表示される。

注 記

●モニタ表示部に [004]が表示されてバーナが着尖しない場合、機

械が停止した後、再度［乾燥］スイッチを押してください。

●熱風温度表示が点滅している場合は、約5分間の送風運転後、自動

的にバーナが着火します。

。二こ

開''閉

8)運転途中で乾燥を止める場合は ［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯する。

●バーナが消尖する。

●5分後に ［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●椴械が停止する。

9)設定した仕上水分値になると乾燥運転が自動

停止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示郎に、水分値が点灯表示される。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

、-

ミ燃料タンク
10)燃料タンクのコックを閉める。

注 記

●少量乾燥は籾で300kgから可能です。
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5.4 籾の乾燥運転

5.4.2 もち米の乾燥運転

もち米の乾燥運転方法を次に示します。

〕

◎ピ
r , r _ ~ ― '( 仕上水分 ／ タイマ ）l 

「張―込量 ）「面―属

モ 夕 ）（ 運転操作

国亙l区互l国巫］

ゅ咲’りふつう ,tr,

仕上水分

曰
ブザー停止

ヘ

GOURMET DRYING SYSTEM 

入ロニ〗切

図5-13 コントロールポックス操作部 国
電源 1) [電源］スイッチを［入］にする。

入ED]切

2)燃料タンクのコックを開ける。

開''閉
---—,.,,-テ
拿ク

燃料タンク

乾燥速度 ）

ゅ窃り、ふつう i名

［品種 ］

3) [乾燥速度設定］ツマミを［もち］に設定する。

注 記

●もち米で［乾燥速度設定］ツマミを［もち］

に設定して乾燥しない場合、胴割れが増加

します。

4) [品種設定］ツマミを［もみBJに設定する。
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5 機械の運転操作

5) [仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値

に設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示

される。

直匿厘

□汀
注記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、また

は品種が変わった場合は、希望する仕上水

分設定よリも0.5,..,_,1.0%高く設定してくだ

さい。

6) [張込量設定］ツマミを実際に張込んだ穀物

表示窓の番号に合わせて設定する。

注記

●［張込置設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合

わせて設定してください。誤って設定した場合は、月随割れが発生し

たリ、乾燥時間が必要以上に長くかかったリすることがあリます。

゜
◎
□
冒戸且

7) [乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ（緑色）が点灯する。

●1分後にバーナが着火する。

●乾燥運転を開始する。

●モニタ表示密に熱風温度・現在の水分・運

転残リ時間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中 ［モニタ］スイッチを押すと、モニ

タ表示部に仕上水分設定値が点滅表示される。

注 記

●モニタ表示に [004]が表示されてバーナが着火しない場合、機

械が停止した後、再度［乾燥］スイッチを押してください。

●熱風温度表示が点滅している場合は、約5分間の送風運転後、自動

的にバーナが着失します。
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5.4 籾の乾燥運転

゜
8)運転途中で乾燥を止める場合は ［停止］スイ

巳
ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯する。

●バーナが消火する。

●5分後に ［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が停止する。

9)設定した仕上水分値になると乾燥運転が自動

停止する。

開''閉 ●バーナが消失する。

●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

＼口

｀ 
●機械が自動停止する。

ヽ

燃料タンク 10)燃料タンクのコックを閉める。

注記

●少量乾燥は籾で300kgから可能です。
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5 機械の運転操作

5.4.3 酒米の乾燥運転

酒米の乾燥運転方法を次に示します。

） 
0 0 0 C 

咆◎◎E
~、~l 仕上水分／タイ マ 11 (張込量 ）「元t国

モ 夕 ）（ 運転操作

直西互］戸
仕上水分

曰
ブザー停止

ゅ ~t ,J 、ふつう ,if, 

GOURMET DRYING SYSTEM 

入ロニ〗切

図5-14 コントロールポックス操作部

電源

1) [電源］スイッチを［入］にする。

入 〖〗l 切

開''閉゜
....._, 一ー

了
象ク

燃料タンク

2)燃料タンクのコックを開ける。

3) [乾燥速度設定］ツマミを［酒米］に設定する。

（乾燥速度

ぶ？りふつぅ踪
注 記

●酒米で［乾燥速度設定］ツマミを［酒米］

に設定して乾燦しない場合、胴割れが増加

します。
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5.4 籾の乾燥運転

［品 a ]

4) [品種設定］ツマミを［もみBJに設定する。

仕上水分 ／ 5) [仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値に

設定する。

●モニタ表示郎に仕上水分設定値が点滅表示

される。

竺
且直＿＇

戸

9
＾ 

注記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、

または品種が変わった場合は、希望す

る仕上水分設定よリも0.5-1.0%高く
設定してください。

6) [張込量設定］ツマミを実際に張込んだ穀物表

示窓の番号に合わせて設定する。
国

注記

●［張込量設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合

わせて設定してください。誤って設定した場合は、胴割れが発生し

たリ、乾燥時間が必要以上に長くかかったりすることがあリます。

◎
冒立汀

7) [乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ （緑色）が点灯する。

●1分後にバーナが着尖する。

●乾燥運転を開始する。

●モニタ表示部に熱風温度・現在の水分・運

転残り時間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中 ［モニタ］スイッチを押すと、モニ

タ表示部こ仕上水分設定値が点滅表示される。

注 記

●モニタ表示に [004]が表示されてバーナが着火しない場合は機械

が停止した後、再度［乾燥］スイッチを押してください。

●熱風温度表示が点滅している場合は、約5分間の送風運転後自動的

にバーナが着火します。
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5 機械の運転操作

゜已

開''閉

燃料タンク

8)運転途中で乾燥を止める場合は［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯する。

●バーナが消火する。

●5分後に ［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が停止する。

9)設定した仕上水分値になると乾燥運転が自動

停止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示圏に、水分値が点灯表示される。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

10)燃料タンクのコックを閉める。

注記

●少量乾燥は籾で300kgから可能です。
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5.5 麦の乾燥運転

5.5 麦の乾燥運転 1)麦を乾燥する場合は、必ずオプションの麦用

規制板ー式 （ページ9-1「9.1 オプション部品」

参照）を取付けてください。取付けない場合、

循環不良、機械故障・損傷の原因となリます。

粒水分

2)刈取リは麦の水分が30%以下になって行って

ください。

30%以下
高水分麦の場合は、脱穀の時、損傷が多くな

るとともに、乾燥機内で循環が悪くなリ、乾

燥ムラができます。

コンバイン収穫

3)高水分麦 （水分30%以上）は穀物表示窓の

喝？を超えて張込まないでください。循環不良の

原因となリます。

また、変質防止のため、張込終了後は直ちに

乾燥運転を行ってください。

4)低水分小麦 （水分18%以下）は穀物表示窓の

▽を超えて張込まないでください。

機械故障・ 損傷の原因となリます。

5)その他の乾燥運転については、 ページ5-11

「5.4 籾の乾燥運転」を参照してください。

注記

●濡れた麦を乾燥する場合は、タンクに濡れた麦がはリつき循環しな

くなリ麦が変質する場合があります。

その場合は、麦の表面付着水がとれるまで （例えば水分25%程度）

［ややゆっくリ］で乾燥してください。
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5 機械の運転操作

5.5.1 小麦．裸麦 ・大麦の乾燥運転

小麦• 裸麦・ 大麦の乾燥運転方法を次に示します。

三旦（乾燥速度 l[品 JI ) [ 仕上水分／タイマ l 
モ 夕 運転操作

図5-15 コントロールポックス操作部

電
戸

入 T工切

I I 

廃''閉拿ク
燃料タンク

（乾燥速度

ゅ咲’りふつう ;if,

［品種 ）

麦
麦
小
裸

（品種 ］

1) [電源］スイッチを ［入］にする。

2)燃料タンクのコックを開ける。

3) [乾燥速度設定］スイッチを希望する乾燥に設

定する。

［やや速い］ ［ふつう］［ややゆっくリ］［グルメ］

[2段］

（ページ2-8「2.3 各種乾燥運転の特徴」 参照）

大麦

巴
員

凶亘＿＇
戸
旦

凶

注記

●被害粒防止のため、毎年初回の乾燥、

または品種が変わった場合は、希望す

る乾燥速度設定よりも一段下げ、ゆっ

くリ乾燥してください。

4) [品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

小麦• 裸麦： ［小麦BJ

大麦 ： ［大麦BJ

注記

●種子用の穀物で ［乾燥速度設定］ツマ

ミを［種子］に設定して乾燥しない場

合、発芽勢•発芽率が低下します。

（ページ5-26「5.6 種子の乾燥運転」参照）

5) [仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値に

設定する。

注記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、

または品種が変わった場合は、希望す

る仕上水分設定よリも0.5.......,1.0%高く

設定してください。
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5.5 麦の乾燥運転

張込 量
6) [張込塁設定］ツマミを実際に張込んだ穀物

表示窓の番号に合わせて設定する。

注記

● ［張込量設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合わ

せて設定してください。誤って設定した場合は被害粒が発生したリ

乾燥時間が必要以上に長くかかったリすることがあります。

- ◎
冒
戸

旦

凶

注記

●モニタ表示に [004)が表示されてバーナ

が着尖しない場合、機械が停止した後、再

度［乾燥］スイッチを押してください。

●熱風温度表示が点滅している場合は、約5

分間の送風運転後、自動的にバーナが着火

します。

巳゚

ワ）［乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ （緑色）が点灯する。

日i:ナ~i::す度る。現在の水分運 国
転残l）時間が5秒間隔で順次表示される。
●運転中、 ［モニタ］スイッチを押すとモニ

タ表示部に仕上水分設定が点滅表示される。

8)運転途中で乾燥を止める場合は［停止］スイ

ッチを押す。

●［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯する。

●バーナが消火する。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が停止する。

9)設定した仕上水分値になると乾燥運転が自動

停止する。

●バーナが消失する。

●モニタ表示郎に、水分値が点灯表示される。

●5分後に ［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が自動停止する。

10)燃料タンクのコックを閉める。

開''閉象 注 記

●少量乾燥は麦で360kgから可能です。
燃料タンク
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5 機械の運転操作

5.5.2 ピール麦の乾燥運転

ビール麦の乾燥運転方法を次に示します。

r [ モニタ ］［ 運転操作 ］ 

, ~· ,_ .~ ~ 、, - -― '( 仕 上 水分／タイ マ ） ［張込 量 lI電源

ぶ？りふつう'*~ ~ ~ .. I 6V!!s 
入ロニ〗切

電源

入『□切

燃料タンク

乾燥速度

ゅ ~r し）ふつう §名

（品 種 ）

GOURMET DRYING SYSTEM 

図5-16 コントDールポックス操作部

1) [電源］スイッチを［入］にする。

,'
 

亘丁
竺
汀

2)燃料タンクのコックを開ける。

3) [乾燥速度設定］ツマミを［ビー）レ麦］に設定

する。

注記

●ビール麦で［乾燥速度設定］ツマミを

［ビール麦］に設定して乾燥しない場

合、発芽勢•発芽率が低下します。

4) [品種設定］ツマミを［大麦B]に設定する。

5) [仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値に

設定する。

●モニタ表示郎に仕上水分設定値が点滅表示

される。

注記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、

または品種が変わった場合は、希望す

る仕上水分設定よリも0.5......... 1.0%高く

設定してください。

6) [張込塁設定］ツマミを実際に張込んだ穀物

表示窓の番号に合わせて設定する。
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5.5 麦の乾燥運転

注記

●［張込量設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合わせ

て設定してください。誤って設定した場合は発芽勢• 発芽率が低下

したリ乾燥時間が必要以上に長くかかったリすることがあリます。

＾ 

゜
◎
」
冒
竺
且

7) [乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ（緑色）が点灯する。

●1分後にバーナが着尖する。

●乾燥運転を開始する。

●モニタ表示部に熱風温度・現在の水分・運転

残リ時間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中［モニタ］スイッチを押すとモニタ表

示部に仕上水分設定値が点滅表示される。 国
注記

●モニタ表示郎に [004]が表示されてバーナが着火しない場合、機

械が停止した後、再度［乾燥］スイッチを押してください。

●熱風温度表示が点滅している場合は約5分商の送風運転後、自動的

にバーナが着火します。

゜
ヘ 巳

開''閉

燃料タンク

注 記

8)運転途中で乾燥を止める場合は［停止］スイッ

チを押す。

●［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯する。

●バーナが消火する。

●5分後に ［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が停止する。

9)設定した仕上水分値になると乾燥運転が自動停

止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示部に、水分値が点灯表示される。

●5分後に ［乾燥］スイッチランプが消灯す

る。

●機械が自動停止する。

●少量乾燥は麦で360kgから可能です。 10)燃料タンクのコックを閉める。
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5 機械の運転操作

5.6 種子の乾燥運転

種子用の殻物の乾燥運転方法を次に示します。

＇ モ ニタ ）（ 運転操作

仕上水分 ／ タイマ ） 
［張込 量 l 電 源

疇 ,o,'!,./0 心 脳 「
入ロニ〗切

GOURMET DRYING SYSTEM 

図5-17 コントロールポックス操作部

電源

1) [電源］スイッチを［入］にする。

入 〖工l 切

2)燃料タンクのコックを開ける。

燃料タンク 3) [乾燥速度設定］ツマミを［種子］に設定する。

（乾燥速度

ゅ念t,J、ふつぅ鉗

注 記

●種子用の穀物で［乾燥速度設定］ツマミを［種子］に設定して乾燥しな

い場合、発芽勢• 発芽率が低下します。
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5.6 種子の乾燥運転

（品種 ）（ 品種 ）（ 品種 ）

籾 麦
麦

小

裸

大麦

ビール麦

ヘ

『

且

凶：
 

戸汀

4) [品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

籾 ： ［もみBJ

小麦• 裸麦 ： ［小麦BJ

大麦• ビール麦： ［大麦BJ

5) [仕上水分設定］ツマミを希望の仕上水分値に

設定する。

●モニタ表示部に仕上水分設定値が点滅表示

される。

注記

●過乾燥防止のため、毎年初回の乾燥、また

は品種が変わった場合は、希望する仕上水

分設定よリも0.5----1.0%高く設定してくだ

さい。

国

6) [張込量設定］ツマミを実際に張込んだ表示窓

の番号に合わせて設定する。

” 

注記

●［張込量設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合

わせて設定してください。誤って設定した場合は、胴割れが発生し

たリ、発芽勢•発芽率が低下したリ、乾燥時周が必要以上に長くか

かったL）することがあります。
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5 機械の運転操作

＠゚

竺
且：
 

門履

7) [乾燥］スイッチを押す。

●［乾燥］スイッチランプ （緑色）が点灯する。

●1分後にバーナが着尖する。

●乾燥運転を関始する。

●モニタ表示部に熱風温度・現在の水分・運

転残リ峙間が5秒間隔で順次表示される。

●運転中［モニタ］スイッチを押すと、モニ

タ表示感に仕上水分設定値が点滅表示され

る。

注記

●モニタ表示に [004]が表示されてバーナが着火しない場合、機械

が停止した後再度、［乾燥］スイッチを押してください。

●熱風温度表示が点滅している場合は、約5分間の送風運転後、自動

的にバーナが着尖します。

開''閉

ミ燃料タンク

8)運転途中で乾燥を止める場合は［停止］スイ

ッチを押す。

● ［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯す

る。

●バーナが消火する。

●5分後に［乾燥］スイッチランプが消灯する。

●機械が停止する。

9)設定した仕上水分値になると乾燥運転が自動

停止する。

●バーナが消火する。

●モニタ表示笹に、水分値が点灯表示される。

●5分後に ［乾燥］スイッチランプが消灯す

る。

●機械が自動停止する。

｀ 

10)燃料タンクのコックを閉める。

注記

●少塁乾燥は籾で300kg、麦で360kgから可能です。
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5.7 水分の測定方法

5.? 水分の測定方法

乾燥運転が終了して、穀物を排出する前に、次の手順で水分を確認してください。

5.7.1 サンプルの取出し

送風運転を行い、運転中にサンプル取出口よリサンプルを取出してください。

サンプルの取出し方法を次に示します。

注記

●サンプルを素手で触らないでください。

●サンプルを外気温度まで冷ましてください。

1)機械前面下部のサンプル取出口を皿などで受

ける。

2)サンプル取出口を持ち上げる。

3)サンプル取出口を下げる。

●一定皇のサンプルを取出すことができる。

国

図5-18 サンプル取出口

5.7.2 サンプルの水分測定

手持ち抵抗式水分計でサンプルの水分を測定します。このとき、次の事項を守ってください。

1)抵抗式水分計は毎年検査を受けたものを使用する。

2)抵抗式水分計の乾電池は、毎年新しいものと交換する。

3)籾乾燥時、サンプルを外気温度まで冷まし、籾摺リをし、整粒のみの玄米で測定する。

4)測定は3回以上行い、平均する。

水分計で穀物の水分を確認する。
3回以上測り平均する。

令
゜季 ,. a゜

季 ~ サノプル 水分計

（注〕必ず玄米で測定します。

穀温を十分下げ、青米を除去して整
粒のみで測定してください。
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5 機械の運転操作

5.7.3 水分表示値の合わせ方

手持ちの抵抗式水分計で測定した水分値と、コントロールボックスのモニタ表示部の水分値に

差があるときは、次のようにして合わせることができます。

〈［品種設定］ツマミで合わせる方法〉

（品種 ）

（品種 ）

（品種 ）

1)籾の場合、［品種設定］ツマミの標準は［もみBJ

です。

［品種設定］ツマミを他の設定にすると、下表の

ょうにモニタ表示郎の水分値が、増洞します。

〗:-1~1も68 l!t-~· 
2 ) 大麦•ビー）レ麦の場合、［品種設定］ツマミの標

準は ［大麦BJです。

［品種設定］ツマミを他の設定にすると、下表の

ょうにモニタ表示部の水分値が増洞します。

さ？闘?門1:尺
3 ) 小麦• 裸麦の場合、［品種設定］ツマミの標準は

［小麦BJです。

［品種設定］ツマミを他の設定にすると、下表の

ょうにモニタ表示部の水分値が、増洞します。

~~~ I /」 \~B I!~~

注記

● ［品種設定］ツマミで水分値を合わせることができない場合はお買

い上げのJAまたは販売店へ連絡してください。
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5.8 胴割れの確認方法

5.8 胴割れの確認方法
籾は、乾燥する前に、次の手順で、必ず原料の胴割れを確認してください。

注記

●原料中に軽胴割れがある場合は、［乾燥速度設定］ツマミを［ふつ

う］あるいは［ややゆっくり］に設定して乾燥してください。

●原料中に重胴割れが3%以上ある場合は、［乾燥速度設定］ツマミを

［ややゆっくりに設定して乾燥してください。

＾ 

籾の構成

籾摺器 （例）

米粒透視器 （例

1)サンプルを採取する。

●原料を張込むとき、 4,..._,5回に分けて一握リの籾を抜き取

リ、よくかき混ぜる。

●排出時も同様に、 4------6回に分けて一握りの籾を抜き取り、

よくかき混ぜる。

2)玄米へ加工する。

●胴割れの測定は、玄米で行う。

●原料籾は、玄米に傷が付かないように、手で籾殻をむく。

●仕上籾は、手持ちの水分計に付属している籾摺器で玄米

にする。

3)月目割れを測定する。

●玄米100粒を米粒透視器の上に均等に並べ、下から光を

透過させる。

●ピンセット等で玄米の角度を変え、朋割れ粒を数える。

●これを2回繰返し、合計200粒の玄米を測定する。

国

ヘ

,

．

-

ヽ
ー
ー
ー
ノ

れ

こ

い

割

籾

な

胴

害

ら

軽

被

入(
l
 
重朋割れ

［被害粒に ‘
入る J 

表5-4 胴割れの判定

玄米の状態

内部こわずかにキレツがある

◎
 

O
-O
-0
-
9
-凸△
 

表面にわずかにキレツがある

背部から腹部の倒面までキレツが発生している

横幅に対して2/3以上の長さのキレツが2本発生
している

縦横に、複数本のキレツが発生している
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5 機械の運転操作

5.9 排出運転

穀物を排出する場合は、次の作業・操作を行ってください。

注記

●排出の前には、必ず手持ちの抵抗式水分計で測定をして、希望の水

分値になっているか確認してください。

●乾燥終了後はできるだけ早く排出し、乾燥機内に貯蔵しておかない

でください。

1)排出前に、手持ちの抵抗式水分計で3回以上、

水分測定をする。

（ページ5-29「5.7 水分の測定方法」 参照）
●水分が希望の水分値よリも高い場合は再乾

燥する。

張込量」 （ページ5-11「5.4 籾の乾燥運転」 、ペー
ジ5-21「5.5 麦の乾燥運転」 、ページ5-26
「5.6 種子の乾燥運転」 参照）

2) [張込量設定］ツマミは張込時の表示窓の番号

のままにしておく。

3)スロワを使用している場合は、スロワのONボ

タンを押して電源を入れる。

●スDワが回転します。

4) [排出］スイッチを押す。

゜
●［排出］スイッチランプ（緑色）が、点灯する。

◎ 
●張込・排出切換レバーを排出側にする。

（レバーを引っ張る。）

●モニタ表示郎に、排出終了予想時間が表示

される。

゜
5)運転途中で排出を止める場合は、［停止］スイッ

日
チを押す。

●［停止］スイッチランプ（赤色）が点灯する。

●約5秒後に排出が停止する。

●スロワを使用している場合は、スロワの

OFFボタンを押す。

6)穀物がなくなると、機械が自動停止する。

●［排出］スイッチランプが消灯する。

?)スロワを使用している場合は、スロワのOFF

ボタンを押す。

●スロワが止まる。
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5.10 タイマ運転

5.10 タイマ運転

タイマ運転は、一定時間後に張込・ 送風• 乾燥• 排出運転を停止させたい場合や、自動水分計

が故障した場合に使用します。

タイマ運転の方法を次に示します。

［ モニタ ］［ 運転操作 ］ 

-
, . - . .',  一 ー （` 仕上水分 ／ タイマ ） ｛張込量 J I電源

ぶ灼ふつう !1:. ~ ,<I平梵;>:,."-'Ll<l I 綱"ハヽ II 

入ロニ〗切

GOURMET DRYING SYSTEM 

図5-19 コントロールポックス操作部

電源 l 1) [電源］スイッチを ［入］にする。

国

2) [仕上水分設定］ツマミを右いっぱいに回す。

入E]切
3) [タイマ設定］ツマミで運転時間を設定する。

●設定僅はモニタ表示郎に表示される。

へ

詈
且疇＿＇門＇

4)乾燥運転を行う場合は｀ ［乾燥速度設定］ツ

マミを希望する乾燥に設定する。

●［グルメ］に設定した場合は、［ややゆっくリ］

と同じ設定になリます。

● [2段］に設定した場合は、［ふつう］と同じ

設定になリます。

［乾燥速度 ）

ゅ咲》り、ふつう lG 
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5 機械の運転操作

表5-5 乾燥時間の選定方法

乾燥時間表を見て「穀物水分」より「乾燥時間」

を選定します。

乾燥特簡表 （平均乾燥特間）

乾燥水分 l1612413214t815616417218°188196
乾燥時間 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
乾燥水分が上記の数値と異なる場合は、低い値

の乾燥時間を選定してください。

（例）今、乾燥機に張込んだ生籾が初期水分25

％で、 15%まで乾燥すると仮定します。

乾燥水分=25-15(仕上水分）

=10% 

乾燥時間表から

10%乾燥•12時間

タイマを12時間に設定します。

［注1]乾燥所要時間は、穀物の品種や外気温度、

湿度などによって異なリます。

［注2]表の値は、乾燥速度が［ふつう］の

場合を示します。
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注 記

●過乾燥を防止するため早めに乾燥停止

するように設定しています。

●停止したらサンプリングして手持ち水

分計で水分測定し、再度時間設定して

仕上乾燥してください。

（ページ5-29「5.7 水分の洞定方法」
参照）



5.10 タイマ運転

（品 種） （品種） （品 種）

籾 麦
麦
小
裸

大麦
ビー）レ麦

5) [品種設定］ツマミを以下の様に設定する。

籾 ： ［もみBJ

小麦• 裸麦 ： ［小麦BJ

大麦・ ビール麦： ［大麦BJ

6) [張込量設定］ツマミを実際に張込んだ表示

窓の番号に設定する。

張込 量

国
注記

●［張込塁設定］ツマミは、実際に張込んだ穀物表示窓の番号に合

わせて設定してください。誤って設定した場合は、胴割れが発生し

たリ、乾燥時間が必要以上に長くかかったりすることがあリます。

7)希望する運転スイッチを押す。

◎
 
◎
 
◎
 
◎゚

8)設定峙間内に運転を終了する場合は、［停止］

スイッチを押す。

●［停止］スイッチランプ （赤色）が点灯する。

9)設定時間になると運転が終了する。

巳゚
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5 機械の運転操作

5.11 緊急停止の方法
乾燥機で異常が発生し、緊急で運転停止する場合は次の2つの操作のうち、すぐできる方の操

作を行ってください。

警告

●名運転中に［停止］スイッチを押しても、すぐに機械は停止しません。

〈コントロールポックスの電源を切る〉

電源

入圧□切

〈［非常停止］スイッチを押す〉

カチッと音がする
まで押込む

右に回すとスイッ
チが飛び出す

心

1)コントロールボックスの［電源］スイッチ

を［切］にする。

●乾燥機の電源供給が遮断され、すべての

運転が停止する。

2)すべての異常を取除き、安全を確認する。

3) [電源］スイッチを［入］にする。

●電源供給が復帰する。

1) [非常停止］スイッチをカチッと音がするま

で押込む。

●乾燥機の電源供給が遮断され、すべての

運転が停止する。

2)すべての異常を取除き、安全を確認する。

3) [非常停止］スイッチを右に回転させる。

●スイッチが元に戻リ、電源供給が復帰す

る。

IA警告I
●再点火する場合、 5分以上送風運転をしてから点火してください。高

温状態のバーナに点火すると異常燃焼によリ爆発音がすることがあリ

ます。
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6.1 残留穀物の取出しと掃除

6 稼働期後の点検と作業

6.1 残留穀物の取出しと掃除

残留穀物は、上邸スクリュ・ 乾燥咄・ 口ータリバルプ郎を掃除した後に、排出運転を行い排出し

ます。 その後、下部スクリュ・アウトレット・機械下郎• ファンボックスの掃除を行います。

残留穀物の取出しと掃除の方法を次に示します。

IA警告I
●名部の掃除を行う前に、［電源］スイッチを切リ 、電源コネクタを

抜いてください。

-
電源

入に二如
Cc)電源コネクタを抜く。 国

図6-1 コントロールポックス側面
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6 稼働期後の点検と作業

図6-2 上部スクリュ掃除レバーロープ

張込ホッパ

図6-3 張込ホッバ

(d)掃除レバーロープを引き、上部スクリュの

残留穀物を機内に落とす。

2)排風胴内の掃除を行う。

6-2 

(a)張込ホッパを開ける。

(b)排風胴内のゴミ、ホコリをホウキなどで取

除く。

Cc)ホッパ内の張込規制板にからまっているワ

ラゴミを取除く。

(d)張込ホッパを閉める。



＾ 

ヘ

ノプポルト

---a--
固定金具

図6-4 サイドカバー

ファンポックス

吸引ファン

カバー

図6-5 ファンポックス

しめる

バルプ受板固定
ナット

/ ガイド

ぃ--"'--バルブ受板固定
ゆるむ ナット

図6-6 Dータリバルプ受板

6.1 残留穀物の取出しと掃除

3)サイドカバー咄から排風胴内の掃除を行う。

(a)サイドカバーを開ける。

●固定金具のノブボルトをゆるめ固定金具

を回して開ける。

(b)ホッパ内のゴミ、ホコリをホウキなどで取

除く。

(c)サイドカバーを閉める。

4)ファンボックスの掃除を行う。

Ca)ファンボックスのカバーを取外す。

(b)ファンボックス内のゴミ、ホコリを取除く。

Cc)カバーを取付ける。

5) Dータリバルプの掃除を行う。

(a)バルブ受板固定ナットをゆるめる。

(b)ガイドにそってバルブ受板固定ナットを上

に持ち上げる。2.......,3回上下に動かし、バル

プ受板の残留穀物を下陀スクリュに落とす。

IA警告I
● ［電源］スイッチを［入］にする前にすべ

ての点検カバーを取付け、張込ホッパーお

よびサイドカバーを閉めてください。

6)電源コネクタを差込み［電源］スイッチを ［入］

にする。

7)排出運転を行い残留穀物を排出する。

（ページ5-32「5.9 排出運転」参照）

8)排出したら、［電源］スイッチを［切］にし

電源コネクタを抜く。

9)バルプ受板固定ナットを元の状態に戻す。

6-3 
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6 稼働期後の点検と作業

ー→
下祀スクリュ受板
固定ナット

しめる ＼ノlゆるめる
図6-7 下部スクリュ受板

アウトレット
カバ― 1

アウトレットカバー2

図6-8 アウトレットカバー

10)下部スクリュの掃除を行う。

(a)下部スクリュ受板固定ナットをゆるめる。

(b)ガイドにそって下咄スクリュ受板固定ナッ

トを上に持ち上げる。2.......,3回上下に動かし

下部スクリュ受板の残留穀物を機外に落とす。

の位置にもどし、しっかり固定する。

12)アウ トレットの掃除を行う。

(a)アウトレットカバー1、2の蝶ナッ トを外す。

(b)アウ トレッ ト内郎の残留穀物を取除く。

Cc)アウ トレットカバー1、②を取付ける。

●アウトレットカバー 1、2を取付ける時，

アウトレットに密着させ、スキマのない

ように取付してください。穀物モレの原

因となリます。

IA警告I
●屏降機点検口には、手、足を入れないでください。

バケッ ト内の穀物の重量によって、バケットベルトが回ることが

あリます。

昇降機カバー ①

蝶ネジ

図6-9 昇降機下部

13)昇降機下郭の掃除を行う。

(a)昇降機カバー 1を取外す。

●蝶ボルトを外す。

6-4 

(b)昇降機下郎の残留穀物を木片等で取除く。

(c)昇降椴カバー 1を取付ける。

ヽ



6.2 各部の掃除

6.2 各部の掃除

名部の掃除方法を次に示します。

IA警告I
●各圏の掃除を行う前に、［電源］スイッチを切り 、電源コネクタを

抜いてください。

〈バーナ部分の掃除〉

IA警告I
●バーナ邸分の掃除は、機械の運転終了後バーナ部分の温度が常温に

下がってから行ってください。

図6-10 コントロールポックス側面

-

レ

卜＼
ユ
こ

',‘-ネゃ） ンD 
フ

1) [電源］スイッチを ［切］にする。
国

2)電源コネクタを抜く。

3)フロントパネルを外す。

●蝶ネジを外し上に持ち上げる。

4)バーナファンカバーを外す。

●ビスを外し引き出す。

::ct← ビス
バーナファンカバー

図6-11 フロントバネルおよびバーナファンカバー
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6 稼働期後の点検と作業

イグナイタノズル 5)バーナの名コネクタを中継コードから外す。

イラストは11・14SZ9VZ 
を示します

図6-12 バーナ(1)

2レームロッド
ポンプ

6)バーナを外す。

IA警告I
●バーナは重墨物です。取出す時、組付ける時に、腰を痛めたり、足

の上に落とさないように注意してください。

IA警告I
●バーナボックス内および熱風朋内を掃除する時は、風圧センサや温

度センサを曲げたり、傷つけたリしないでください。

図6-13 熱風胴

温度センサ

風圧センサ

吸引板

空気取入口

7)バーナーボックス内の空気取入0を掃除

しゴミ•ホコリを取除く 。

8) 熱風胴内のゴミ• ホコリをほうきなどで

取除く。

9)バーナーの燃焼炉にススが付着していれ

ば取除く。

10)掃除が終わったら逆の手順で組付ける。

注記

●焼却炉はバーナケーシングから取外さない

でください。

●焼却炉は掃除をする場合、フレームDッド

を曲げないように注意してください。
イラストは11・14SZ9VZ 
を示します

図6-14 バーナ(2)
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6.2 各部の掃除

〈燃料ストレーナの掃除〉

燃料ストレーナは、燃料タンク側にあります。

燃料ストレーナ

図6-15 燃料タンク下部(1)

燃料ス トレーナ

カップ

図6-16 燃料ストレーナ

〈燃料タンクの掃除〉

＾ 

燃料ストレーナ
ドレン抜き

1)コックを「閉」にする。

2)ねじ込み式のカップを外す。

3)フィルタエレメントを取出し、きれいな灯油

で洗う。

4)フィルタエレメントをストレーナに取付ける。

コック

コック

国

1)燃料タンクの灯油を抜取る。

2)燃料タンクの底にあるドレン抜きのコックを

外し、残りの灯油を出す。

3) ドレン抜きのコックを取付ける。

図6-17 燃料タンク下部(2)

IA警告l
●燃料ストレーナの掃除、燃料タンクの掃除の際にこぼれた灯油は、

必ずふき取ってください。

●取付後、油もれがないか確認してください。
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6 稼働期後の点検と作業

6.3 ネズミ侵入防止方法

ネズミが機械内に侵入すると機械内のコード類をかじリ、コードの断綜、ショート、漏電の原

因になリます。

ネズミの機械内侵入防止の方法を次に示します。

排風エルボ 固定金具

年戸塁~61~

図6-18 暖引ファン

図6-19 張込ホッバ

1)残留穀物を取出す。

（ページ6-1「6.1 残留穀物の取出しと掃除」

参煕）

2)吸引ファン吹出口にネズミが侵入しないよう

にフタをする。

●排風ダク ト、排風エルボを取外す。

●吸引ファン吹出口を鉄板等でふさぐ。

3)張込ホッパを確実に閉める。

4)張込一排出切換レバーを張込側にする。

張込一排出
切換レバー

図6-20 張込一排出切換レバー
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6.4 灯油の処理

上面カバー 5)フロントパネルをバーナボックスに確実に取付

ける。

張込ホッパ
サイドカバー

フロント
パネル

バーナ
ファンカバー

6)各圏のカバーを確実に取付ける。

(a)フDントパネルおよびバーナファンカバー

をバーナポックスに確実に取付ける。

(b)掃除用シャッタを確実に元にもどす。

(c)点検用窓、フタ、カバーを確実に閉める。

昇降機カバー1/昇降機下郎安全カバー--
図6-21 各部カバー

6.4 灯油の処理

国
注 記

●残った灯油は、適切に処分してください。

●来年は、持ち越した灯油を使用しないでください。使用すると機械

の性能を損なう場合があリます。

6.5 電気部品の維持、管理

電気部品の維持、管理方法を次に示します。

1)コントロールボックス、水分計、各モータに湿気や雨水が入らないように保管してくださ

い。

2)電源コネクタを抜いてください。落雷により制御装置が損楊することがあリます。
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7 困った時の対処

7 困った時の対処

7.1 アラーム表示される異常・故障

異常• 故障の場合にはモニタ表示部にアラームNo.(警告表示）が表示されます。

アラームが発生した場合の処置を次に示します。

モニタ表示感

臼][

亨
`

/
[

冒
ロ

1)モニタスイッチを押す。

ブザーが停止する。

2)アラームNoを確認して、記録する。

3)発生したアラームの種類および運転状態に応

じて機械が自動停止または自動運転する。

（「表?-1 自動停止機能一覧表」 参照）

4)次ページの 「表?-2 アラームNo.一覧表」 を

参照のうえ処置をする。

表7-1 自動停止機能一覧表

停止機能 内 容

全停止 アラームの発生と同時に、名モータが停止する。

2段停止
アラーム発生後5分間は名モータの運転を行い停止する。ただしDータリバルプ
モータはアラーム発生後3分周運転した後停止する。

送風停止
アラーム発生後、吸引ファンモータとバーナファンモータのみ5分間運転を行い
停止する。

送風運転 アラーム発生後、バーナが消火し、継続して送風運転を行う。

安全側で
アラーム発生後、下記設定で運転される。
E30: 張込塁少量、 E31: 仕上水分16.5%、E32:品種もみB

運転可
E33: 乾燥速度ややゆっくリ、 E45:タイマ設定 10時間

7-1 



7.1 アラーム表示される異常・ 故障

表？ー2 アラームNa一覧表

-

＾ 

アラームめ 原 医 処置方法 停止機能

001 
穀物が満量になった

ページ7-23、27項参照 ナシ

002、004
灯油切れ（点火ミス）

ページ7-16、14項参照
002は送風運転

バーナ点火時のエア混入 004は全停止

E18 インバータの過負荷 ページ7-17、15項参照 全停止

E20、E21 熱風温度センサの異常 お買い上げのJA・服売店に連絡してください 全停止

E24、E25、E85風圧センサの異常 ページ7-7、3項参照 全停止、 E85は2段停止

E27、E28 外気温度センサの異常 お買い上げ(])JA・段売店（こ遠絡してください 全停止

E29 外気温度、熱風温度センサの異常 ページ7-18、18項参照 ナシ

E 30,..._, E 33、E45各種ツマミの異常 ページ7-17、16項参煕 安全側で運転可

E35~E 39、E4?名種押しボタンの異常 ページ7-17、16項参照 ナシ

E 51 自動水分計の異常 （潟定できない） ページ7-9、4項参照 送風運転

E52 自動水分計の異常 （異常水分洞定） ページ7-9、5項参照 送風運転

E54 自動水分計の異常 モータの過負荷） ページ7-10、6項参照 送風運転

E62 
元電源の異常

お買い上げのJA・段売店（こ遠絡してください 全停止
コントDールボックスの異常

E63、E64 自動切換バルブの異常 お買い上げのJA・段売店に連絡してください 全停止

E66 感震装置が作動した ページ7-23、29項参照 全停止

E?O 
本機モータの過負荷

ヘージ7-11、7項参照 送風停止
コントロールボックスの異常

E72 
吸引ファンモータの過負荷

ヘージ7-12、8項参照 全停止
コントロールボックスの異常

E?4、E?6
名モータのコネクタの異常

ページ7-13、9項参照
E74は送風停止

コントロールボックスの異常 E76は全停止

ページ7-13、10項参照
E 81は2段停止

E81、E83 熱風温度が低すぎる
E83は送風運転

E82、E86 加湿管センサの断線 ページ7-13、11項参照 2段停止

E93 フレームロッドの異常 ページ7-14、12項参照 送風運転

E96 バーナファンの回転異常 ヘージ7-15、13項参照 送風運転

E 98 バーナ燃焼時の消火 ページ7-17、17項参熙 送風運転

闘
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7 困った時の対処

7.2 アラーム表示されない異常• 故障

アラーム表示されない異常と故障の原因について 「表7-3 異常、故障一覧表」 に示します。ペ

ージ7-6「7.3 異常• 故障の場合の処置方法」 を参照のうえ処置をしてください。

表7-3 異常、故障一覧表 (1)

No. 症 状 原 因 処置方法

1 モニタ表示部に表示 ［非常停止］スイッチの作動 ページ7-5、1項参照

をしない。 元電源の異常

コントロールボックスの異常

2 元電源のブレーカが 元電源の異常 ページ7-6、2項参照

落ちる。 ブレーカの容皇不足または電圧降下

漏電ブレーカの誤作動

吸引ファンとスロワの同時運転

3 全てのモータの回転方 三相電源の配綜間違い お買い上げのJA・ 叛売

向が逆になっている 店に連絡してください。

4 吸引ファンの振動が 吸引ファンにゴミが付着している。 ページ7-12、8項参照

大きくなった。

5 モニタ表示毬の水分表示 原料穀物の水分のバラツキが大きい ページ7-19、19項参照

が手持ちの抵抗式水分計 抵抗式水分計の異常

の表示と合わない。 ［品種設定］ツマミの設定間違い

6 過乾燥になった。 原料穀物の水分のばらつきが大きい ページ7-19、20項参照

未熟粒の混入率が大きい

7 胴割れが発生する。 原料籾の異常 ページ7-20、21項参照

［張込量設定］ツマミの設定間違い

8 乾燥に時間がかか 吸引ファンの異常 ページ7-20、22項参照

る。 張込ホッパ、天井カバーの異常

［張込量設定］ツマミ、［品種設定］ツマミ、

［乾燥速度設定］ツマミの設定間違い

， ［電源］スイッチを コントロールボックス内のスイッチの設定 お買い上げのJA・ 敗売
［入］にすると、モ 間違い 店に連絡してください。

ータが回転し、モニ コントロールボックスの異常

タ表示にE76を点滅

する。

10 機械の停止中にロー ロータリバルブ受板の固定ナットがゆるん ページ7-21、23項参照

タリバルプから穀物 でいる。

のモレる音がする。

11 タンク内に均分ムラ 異常ではあリません。

ができる。 満量近く張込むと飛散は山形となリます。
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7.2 アラーム表示されない異常• 故障

表7-3 異常、故障一覧表 (2)

No. 症 状 原 因 処置方法

12 ［乾燥］ スイッチを 熱風朋内温度が設定値よリ高い。 ページ7-21、24項参照

押すと熱風温度表示

が点滅してバーナが

着火しない。

13 吸引ファンから整粒 ロータリバルプ受板の固定ナットがゆるん ページ7-21、25項参照

が飛出る。 でいる。

排風朋内にゴミが溜っている。

14 排出時、機械内に穀 自動水分計の異常 （穀物サンプルが供給さ ページ7-9、4項参照

物が残っているのに れない。 ）

自動停止する。

15 バーナが点尖と消火 異常ではあリません。

を繰返す。 ［張込量設定］ツマミを［少］、 [ 1 ]に設定

すると、燃焼・ 燃焼休止の間断乾燥を繰返

します。また、 [2]以上の設定でも、バー

ナが点火と消火を繰返している場合は、コ

ントロールボックス内制御装置が適切な燃

焼状態となるよう制御している状況です。

16 バーナ部付近から灯 フレキシプルチューブを、バーナ1則カプラ ページ7-22、26項参照

泊が漏れている。 に確実に接続していない。 鱈
バーナ燃料系郎品の接続部がゆるんでいる

制御ノズ）レの不良

17 排出峙にスロワが詰 ロータリバルブ受板の固定ナットがゆるん ページ7-23、28項参照

まる。 でいる。

ヘ モータプーリの間違い

Vベルトがゆるい

18 モータが焼損する。 型式設定ミス お買い上げのJA・販売

スロワ設定ミス （スロワモータが焼損する 店に連絡してください。

場合）

電源設定ミス （三相仕様であるのに単相仕

様の設定になっている。）

19 トップクリーナから トップクリーナの調整不良 お買い上げのJA・販売

整粒が飛出す。 店に連絡してください。

20 トップクリーナから トップクリーナの調整不良 お買い上げのJA・ 販売

ワラゴミがとれない。 店に連絡してください。

21 満塁センサが作動し 満墨センサの位置が不適当 お買い上げのJA・叛売

ない。 店に連絡してください。
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7 困った時の対処

7.3 異常• 故障の場合の処置方法

異常• 故障の場合は、次の指示に従って処置してください。

IA警告I
●異常、故障の処置を行う前には、コントロールボックスの電源を切

リ、コントDールボックスから電源コネクタを抜いてください。

●この取扱説明書の指示に従ったにもかかわらず、異常、故障がなお

らない場合は、お買い上げのJAまたは販売店に連絡してください。

●全ての安全カバーは、運転時には必ず、取付けてください。

1. モニタ表示部に表示をしない。

原 因 処 置 方 法

1) ［非常停止］スイ Ca)復帰させる（ページ5-36「5.11 緊急停止の方法」参照）
ッチを作動させて

いる

(GDR 11,...__,24SZ) 1~ 

2)元電源のヒューズ

の溶断

3)元電源からコント

ロー）レポックスま

での配綜不良

4)コネクタ内部の結

綜不良または、延

長コードの断線

5)電源設定ミス （単

相仕様であるのに

三相仕様の設定に > (a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

なっている。

(GDR9VZ) 

6) CPU基板上のヒ

ューズ(3A)の溶断

7) トランスの不良

(GDR9VZ) 

8) CPU基板の不良

9)処理基板の不良

10)インバータ基板

の不良

(GDR 11.......,24SZ) 

7-5 



7.3 異常・故障の場合の処置方法

2. 元電源のプレーカが落ちる。

原 因 処 置 方 法

1)ブレーカの容量不

足または電圧降下

2)漏電プレーカの誤

作動

(GDR 11~24SZ) 

3)元電源からコント lヽ

Dールボックスま

での配線不良

＾ 
4)吸引ファンとスD

ワを同時に運転し

ている

5)モータからの漏電

6)自動水分計モータ

のショート

Ca)電気工事会社へ相談する。

Ca)電気工事会社へ相談してインバータ対応の漏電プレーカに交換
する。

●感度電流200mA以上、動作時周0.1秒以上のもの、または高

周波対策を行ったものに交換する。

（高周波対策品の例）

三菱電機製： NVシリーズ (1988年以降製造分）

富士電機製： EG、SGシリーズ (1984年以降製造分）

〉(a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

ー、、

羅

一
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7 困った時の対処

3. アラームNo.E24、E25、E85が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)穀物を張込まずに !Ca)穀物を張込む。
［乾燥］スイッチ

を入れた

2)張込ホッパを閉め (a)張込ホッパを閉める。

ずに［乾燥］スイ (b) [乾燥］スイッチを押す。

ッチを入れた

3)排風ダクトの吹出 Ica)排風ダクトの吐出0から1m以上離して囲いを立てる。
ロに風が吹き込ん

でいる

4)排風ダクトをまっ !Ca)排風ダクトをまっすぐに張る。（下図は乾燥機を上から見た図）
すぐに張っていない

排風ダクト
（ピンと張る）

ファンエルボ

1m以上離す

吸引ファン

5)風圧センサコネク !Ca)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。
タの差込み不良 _,. 
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＾ 

7.3 異常 ・故障の場合の処置方法

6)風圧センサの吸引 Ca)フロントパネルを取リ外す。

板不良 (b)バーナボックス内の風圧センサを取外す。

（取付ボルトを取外す。）

Cc)風圧センサのリミットスイッチ部にゴミが詰まっていたら取除

く。

(d)吸引板が手で軽く動くことを確認する。

●吸引板を曲げないように注意してください。

Ce)風圧センサを取付ける。（取付ボルトを取付ける。）
(f)フロントパネルを組付ける。

バーナ
ボックス

取付ボルト

リミットスイッチ

取付ボルト

吸引板

風圧センサ

7)風圧センサ取付位 l(a)フロントパネルを取外す。
置不良 (b)風圧センサの取付ボルトをゆるめる。

、--
左も

Cc) E24が点滅する場合は風圧センサを手前に傾ける。

Cd) E25が点滅する場合は風圧センサを後側に傾ける。

Ce)風圧センサの取付ボルトを締める。
(f)フロントパネルを取付ける。

.. ... 
E25の場合 I I E24の場合

8)風圧センサの不良 ICa)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。
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7 困った時の対処

4. アラームNo.E51が点滅する。または、排出時、機械内に穀物が残っているのに自動停止する。

原因

1)自動水分計の透明

カバーを開けて乾

燥運転をしている

処 置 方 法

2)自動水分計のフィ

ーダ巫にゴミが詰

まっている

(a)透甲カバーを確実に取り付ける。

ヽ
~ケ2
 
（
 

>、`

ジ

）
 

で
ネ

ヵ

し
甲透

(a)透明カバーを取外す。

(b)フィーダ部を掃除する。

(c)レバーが手で軽く動くようにゴミなどを取除く。

(d)透明カバーを確実に取付ける。

フィーダのゴミを除去する。

このレバーを手で動かし軽く動
くようにする。
（ゴミ付雹、サビ付きをなくす。）

3)自動水分計のコネ Ica)水分計接続コードを自動水分計に確実に差込む。
クタの差込み不良

. t 

水分計接続コード『『

4)自動水分計モータ Ca)お買い上げのJAまたは叛売店に連絡する。

のギヤセッ ト不良

5. アラームNo.E52が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1) [品種設定］ツマミ I<a) [品種設定］ツマミを乾燥させる穀物に設定する。
が品種に合ってい

ない

2)自動水分計の不良 I<a)タイマ運転にて乾燥運転を行う。
（ページ5-33「5.10 タイマ運転」 参照）

(b)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

（品種 ］
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7.3 異常• 故障の場合の処置方法

6. アラームNo.E54が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1) 自動水分計のo- Ca)透明カバーを取外す。

ル付近ヘゴミなど (b) 0-)l; 付近のゴミなどを取除く。

がかみ込んでモー CC)透明カバーを確実に取付ける。
タ過負荷になって

いる

＾ 

‘、
jケ

↑

@

 

ジ

｝
 

『
ネ

ヵ

¢
 

甲透

Dール付近のゴミ
などを取除く。

2)自動水分計のテス

トスイッチが

「ON」になっている
3)電流設定値が低い

4)モータ負荷信号の

不良

(a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

II 
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7 困った時の対処

7. アラームNo.E70が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)本機モータプーリ (a)下郎スクリュの残留穀物を除去する。 （ページ6-4、10)項参照）

のベルトの掛け間 (b)乾燥機後1則下部の駆動安全カバーを取外す。（蝶ボルトを外す。）

違い (c)本機モータプーリのベルトの位置

を確認する。

(d)間違っていれば下図のようにプー

リーを取付けてベルトを掛直す。

11-24SZ I 大径刺
9VZ 60Hz用） 9VZ (50Hz用

(e)駆動邪安全カバーを取付ける。

蝶ボルト
(2ケ）

2) Vベルトのゆるみ ICa)機械後面の駆動部安全カバーを取外す。
(b)本機モータ固定用のナット4個をゆるめテンションボルトを締め

てリプベル トを強く張るようにする。張リの目安はベル トの中心

を指で強く押したとき、たわみが下図のようになれば適正です。

4~8mm 

C 11・14SZ、9VZの場合） (15-24SZの場合）

ナット

3)穀物の張込み過ぎ I<a)穀物が「張込停止」線になるまで取出す。
（ページ8-1「8 張込み過ぎの場合の穀物取出し方法」 参照）

4)昇降機バケットベ I<a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。
ルトのゆるみ

5) Dータリーバルプ (a) o-タリーバルプ受板を固定している固定ナッ トを締付ける。
受板の固定ナット （ページ6-3、5)項参照）

がゆるんでいる。
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＾ 

7.3 異常• 故障の場合の処置方法

6)昇降椴バケットベ ¥(a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

ルトの片寄り

7)本機モータコネク (a)本機モータ側のコネクタを確実に差込む。

タの差込み不良 ●コネクタのピン抜けがないか確認する。

8)本機モータ （下部,..... 

スクリュ）の電流

設定値が低い

9)本機モータの焼損

10)電源が三相200Vにも

かかわらず本機モータ

に単相モータを使用し

'> (a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

ている。(GDR9SZ)レ

8. アラームNo.E72が点滅する。または暖引ファンの振動が大きくなった。

原因

1)吸引ファンにゴミ

が付着している

2)吸引ファンモータコ

ネクタの差込み不良

処 置方 法

IA注意i
●吸引ファンは、重いので2人以上で作業して

ください。

Ca)本体からファンボックス、吸引ファンを取外す。

(b)吸引ファンとファンボッックスを分ける。

(c)吸引ファンの吸込側のゴミを取除く。

(d)吸引ファンとファンボックスを取付し、本体にこれを取付する。

(a)吸引ファンモータ側のコネクタを確実に差込む。

●コネクタのピン抜けがないか確認する。

3)吸引ファンモータの I1 
電流設定値が低い

4)吸引ファンモータ

の焼損

5)電源が三相200Vにも

かかわらず吸引ファン

ヽ(a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

モータに単相モータを

二 ；る。 ］
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7 困った時の対処

9. アラームNo.E74、E76が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)各モータのコネク

夕接続不良、コー

ドの断綜

Ca)名モータ側のコネクタを確実に差込む。

●コネクタのピン抜けがないか確認する。

(b)コントロールボックスから名モータヘの中継コードヘの断綜

がないか確認する。

(c)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

ファンモータ
(E76) 

10. アラームNo.E81、E83が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)フィルタエレメン (a)フィルタエレメントを掃除する。

トの目づまり （ページ6-7〈燃料ストレーナの掃除〉参照）

2)燃焼泊量が不足している

} Ca)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。3)外気温度、熱風温

度センサの異常

11. アラームNo.E82、E86が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)吸引ファンの風量 (a)排風ダクトをまっすぐ張る。

不足 (b)排風ダクト吐出0の囲いは1m以上離す。

Cc)回転方向を確認する。

（ページ5-2〈各モータの回転の確認〉参照）

2)燃焼油量が多い
} (alお買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

3)制御ノズ）レの不良

ヽ
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7.3 異常 ・故障の場合の処置方法

12. アラームNo.E93が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)フレームロッドの

汚れ

2)フレームロッドの

不良

3)フレームロッドの

位置不良

IA警告I
●バーナ部分の点検は、バーナ郎分の温度が

常温に下がってから行ってください。

(a)フロントパネルを開けて、フレームロッド取付板を外す。

（バイントネジ2本）

(b)フレームロッドに付着しているホコリ、タールを布で拭取る。

(c)フレームロッドを取付板で固定する。

(d)フロントパネルを取付ける。

フレームロッド
取付板

フロントハネル

I I 

~ 
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7 困った時の対処

13. アラームNoE96が点滅する。

原 因 処 謹 方 法

1)バーナファンのコ !Ca)フロントパネルを外す。
ネクタの差込み不

良

(b)バーナファンコネクタをバーナ中継コードコネクタに確実に差

込む。

●コネクタのピン抜けがないか確認する。

コネクタ

イラストは11・14SZ9VZ 
を示します

コントロールボックス

コントDールパネル

2)バーナ中継コード (a)バーナファンとコントロールボックス周の中継コードの断線が

の断綜 ないか確認する。

3 ) ~ ーナファンの不}(alお買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

4) CPU基板の不良
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7.3 異常 ・故障の場合の処置方法

14. アラームNo.[002]、[004]が点滅する。

原因 1 処 置 方 法

1)燃料タンクに灯油 ICa)燃料タンクに灯油 (JI S 1号灯油）を入れる。
がない

IA危険i
●燃料は、灯油 (JIS1号灯油）を使用してくださ

い。軽油・ガソリンは火災の原因となリますの

で絶対に使用しないでください。

2)燃料タンクの燃料 !Ca)燃料タンクの燃料ストレーナのコックを開ける。

9―̀ 

ストレーナのコッ

クが開いていない

3)フレキシブルチュ (a)フレキシブルチューブのエア抜きをする。

ープに空気 （エア） （ページ5-3 10)参照）

が入っている

4)フレキシプルチュ Ca)フレキシブルチュープをバーナ側のカプラに確実に接続する。

ープをカプラに確 （ページ5-3 10)参照）

実に接続していな

ぃ

ヘ

5)バーナ中継コード l(a)バーナ中継コードコネクタをバーナに確実に差込む。
コネクタの差込み ●コネクタのピン抜けがないか確認する。

不良

6)フィルタエレメン (a)フィルタエレメントを掃除する。

ト目づまり （ページ6-7〈燃料ストレーナの掃除〉参照）

8)制御ノズ）レの位置

不良

9)フレームDッドの

変形

10)燃焼油皇が不足し

ている

11)制御ノズ）レ不良

灯油
CJIS1号灯油）

(a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

|
 

II 
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7 困った時の対処

15. アラームNo.E18が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)モータの過負荷 (a)過負荷の原因を取り除く。

2)インバータ基板の } (ぺ—如1 、 7唄ペー叩2 、 8晒）
不良 (a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

3) CPU基板の不良

16. アラームNo.E30-E33、E35-E39、E47が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)各種押しボタンス (a) E30・・・[張込量設定］ツマミ、 E32…［品種設定］ツマミ

ィッチ、ツマミの E33・・・[乾燥速度設定］ツマミ、 E35・・・[モニタ］スイッチ

異常 E36・・・[張込］スイッチ、 E37・・・[乾燥］スイッチ

E38・・・[排出］スイッチ、 E39・・・[停止］スイッチ

E47・・・[送風］スイッチ

名スイッチは何度か押し、名ツマミは何回か回して再度［電

源］スイッチを入れ直す。

(b)それでも直らなければ、お買い上げのJAまたは販売店に連絡

する。

17. アラームNo.E98が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)燃料タンクに灯油 I<a)燃料タンクに灯油を給油する。
がない

灯油
(JIS 1号灯油）

2)フレキシプルチュ I<a)フレキシブルチュープをカプラに確実に接続する。
ープをカプラに確

実に接続していな

い カプラ

→ I 
平湘置〗
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7.3 異常• 故障の場合の処置方法

3)フィルタエレメン Ca)フィルタエレメントを掃除する。

トの目づまり （ページ6-7〈燃料ストレーナの掃除〉参照）

4)フレームロッドの

異常、不良

5)燃焼油量が不足し Ir ca)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。
ている

6)制御ノズ）レの不良 1~ 

18. アラームNo.E29が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)外気温度センサと Ca)外気温度センサに直接陽が当たらないようにして再度 ［電源］

熱風温度センサの スイッチを［入］にして、乾燥運転してみる。それでも直らな

温度差が5℃以上 ければお買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

ある。

7-18 
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7 困った時の対処

19. モニタ表示部の水分表示が手持ちの抵抗式水分計の表示と合わない。

原 因 処 置 方 法

1)原料穀物の水分の (a) 4.......,5時間［送風運転］後、乾燥する。

ばらつきが大きい Icページ5-9「5.3 送風運転」 参熙）
［品種 ］

2)乾燥途中で測定し /Ca)水分が17%以下になってから測定する。
た

3) [品種設定］ツマミ !Ca)[品種設定］ツマミを正しい設定にする。
の設定間違い

4)手持ちの抵抗式水 (a)水分測定用サンプルは、サンプル取出口から採る。

分計の取扱い間違 (b)サンプルの穀物は、外気温度まで冷ました後測定する。

い (c)サンプルの穀物が籾の場合は、玄米にして測定する。

(d)サンプルの穀物は、青米、未熟粒を除いて測定する。

Ce)水分測定値は、 3回以上測定して平均する。

(f)外気湿度補正のある水分計は、その設定にする。

(g)毎年新しい電池と交換する。

(h)毎年水分計の検定を受ける。

皿

6)水分計の誤差

5)乾燥終了後数日経 I(a)玄米の水分値は、乾燥後に未熟粒混入率によって次のように変
過している わるので注意する。

●未熟粒混入率が5%以下の場合は、0.5----1.0%乾く。

●未熟粒混入率が11%以上の場合は、 0.5----1.0%戻る。

●未熟粒混入率が5----11%の場合は、乾く場合もあるし、戻る

場合もある。

(a)水分補正をする。

（ページ5-30「5.7.3 水分表示値の合わせ方」 参照）

20. 過乾燥になった。

原 因 処 置 方 法

1)原料穀物の水分の Ca) 4~5時周［送風運転］後、乾燥する 。

ばらつきが大きい （ページ5-9「5.3 送風運転」 参照）

2)未熟粒の混入率が Ca ) 乾燥後、未熟粒の水分が整粒に移リ整粒の水分が戻るので2~3

大きい （未熟粒混 日放置して様子をみる。

入率11%以上）

3) [品種設定］ツマ Ica)適正な設定をする。
ミ、 ［仕上水分設

定］ツマミの設定

間違い
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7.3 異常・故障の場合の処置方法

21. 胴割れが発生する。

原 因 処 置 方 法

1)刈取った（張込んだ）籾に、

胸割れ、脱プ米がある。ま

たは胴割れしやすい品種

の籾である。

2)もち米、酒米であ

る。

3)刈取った （張込ん

だ）籾の水分のば

らつきが大きい

4) [張込量設定］ツマ

ミの設定間違い

Ca) [乾燥速度設定］ツマミを［ややゆっくり
に設定して乾燥させる。

［乾燥速度 ）

ゅ切j ふつう .i~ 

(a) [乾燥速度設定］ツマミを［もち］ 尽匁i
もしくは［酒米］に設定して乾 瀑•11干 ピール量

燥させる。

(a) 4 ........ 5時間［送風運転］後、乾燥 （乾燥速度 ］ ［乾燥速度 ）

する。（ページ5-9「5.3 送風
喜）ふつう ,l(> ぷむふつう i~

Ca) 運張` ん~~に［張込量設定］ツ 可含：口 忘~
マミを設定して乾燥させる。

＾ 
22. 乾燥に時間がかかる。

原因 処 置 方 法

1)吸引ファンの風量 j<a)排風ダクトをまっすぐに張る。
の不足 (b)排風ダク ト吐出口から囲いを1m以上離す。

（ページ5-2〈各モータの回転の確認〉参照）

2)張込ホッパが完全 l<a)張込ホッパを完全に閉める。.. , . ,. 
に閉まっていない

一
張込ホッパ

3) [張込量設定］ツマ (a)張込んだ量に［張込量設定］ツマミを設定して

ミの設定間違い 乾燥させる。

4) [乾燥速度設定］ツ (a) [乾燥速度設定］ツマミを［ふつう］に設定して

マミが［ふつう］に 乾燥させる。

なっていない

5)夏季で気温、湿度

が高い

張込量n

i乾爆遠度 ］

(a) [乾燥速度設定］ツマミを［やや速い］に設定して

乾燥させる。

下記に示すような場合は［やや速い］で乾燥運転をし

ないでください。朋割れが増加する可能性があリます。

●原料中に青未熟粒、その他の未熟粒が多い籾

●原料中に朋割れのある籾

●原料中に脱ぷ• 開えい（籾殻が開いている）のある籾

●朋割れしやすい品種の籾

●空気が乾燥 （乾燥機の周辺湿度が60%以下）している場合

ぎ
［乾爆遠度 ）

ぎ
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7 困った時の対処

23. 機械の停止中にロータリバルプ部分から穀物のモレる音がする。

原 因 処 置 方 法

1) Dータリバルプ受 (a) Dータリバルプ受板を固定している固定ナットを正規の位置で

板の固定ナットが 締める。

ゆるんでいる （ページ6-3、5)項参照）

24. [乾燥］スイッチを押すと熱風温度表示が点滅してバーナが着火しない。

原 因 処 置 方 法

1)熱風胴内温度が設 (a)故障ではあリません。約5分周の送風運転後、自動的にバーナ

定値よリ高い が着火します。

25. 暖引ファンから整粒が飛出る。

原 因 処 置 方 法

1) Dータリバルブ受 (a) Dータリバルブ受板を固定している固定ナッ トを正規の位置で

板の固定ナットが 締める。

ゆるんでいる （ページ6-3、5)項参照）

2)排風胴内にゴミが (a)ゴミを除去する。

溜っている （ページ6-2、2)項参照）

29. アラームNo.E66が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)地震等の振動によ (a) ［電源］スイッチを［切］にして、振動によリ機械が損傷して

リ感震装置が作動 いないか確認する。灯油もれがないか確認する。

した

2)感震装置の不良 (a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。
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7.3 異常• 故障の場合の処置方法

26. バーナ部付近から灯油が漏れている。

原因 1 処 置 方 法

1) フレキシプルチュ l<a)フレキシプルチューブをカプラに確実に接続する。
ーブをバーナ側力

プラに確実に接続

していない

＾ 

＾ 

3)制御ノズ）レの不良

4)イグナイタトラン

スの不良

11・14SZ・9VZ 

＼

巧

ラ

一

↑

[

ー

ロ
ー
／ブ

プヵ

シキレフ

2)バーナ燃料系笹品 (a)バーナ燃料系圏品の接続部を確実に締める。

の接続部がゆるん ●カプラとポンプの間

でいる ●ポンプとフレアパイプ間

●フレアパイプとノズ）濯周

フレアバイプ

15・24SZ 

m-
カプラ

このイラストは11・14SZ・9VZを

>
示しています。

(a)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。
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7 困った時の対処

27. アラームNo.[001 Jが点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)穀物が満量になっ (a)故障ではあリません。直ちに張込みを停止してください。

た

2) CPU基板の不良

} (alお買い上げのJAまたは販売店に連絡する。
3)満塁センサの不良

28. 排出時にスロワがつまる。

原 因 処 置 方 法

1) Dータリバルプ受 (a) o-タリバルプ受板を固定しているナットを正規の位置で締
板の固定ナットが める。

ゆるんでいる。 （ページ6-3、5)項参照）

2)モータプーリの間違い ， 

3) Vベルトがゆるい

4)スロワ羽根とスロ

ワケースの隙間が

不適当 I > ca)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。

5)スロワパイプの使

い方の間違い

6)スロワ設定ミス

29. アラームNo.E66が点滅する。

原 因 処 置 方 法

1)地震等の振動によ (a) ［電源］スイッチを［切］にして、振動によリ椴械が損傷し

リ感震装置が作動 ていないか確認する。

した 灯油もれがないか確認する。

2)感需装置の不良 (b)お買い上げのJAまたは販売店に連絡する。
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8 張込み過ぎの場合の穀物取出し方法

8 張込み過ぎの場合の穀物取出し方法

張込み過ぎの場合の、穀物取出し方法を次に示します。

1)昇降機下部の穀物を取出す。

昇降機

図8-1 昇降機下部

排出パイプ

I 

IA警告I
●昇降機内に、手・足を入れないでください。

＾ 

(a)昇降機カバー 1を取外す。

●蝶ボルトを2本外す。

(b)昇降機下把に残留している穀物を木片等で

取除く。

Cc)昇降機カバー1を取付ける。

2)排出パイプの先端へ穀物取出し袋を取付ける。

3)電源コネクタを差して［電源］スイッチを入

れる。

4)排出運転 （ページ5-32「5.9 排出運転」参照）
を行い、穀物を取出す。

5) [停止］スイッチを押す。

m-注記

図8-2 排出バイプ ●穀物を取出すことができない場合は、農

協・販売店にご連絡ください。
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9 オプショ ン部品と付属品の説明

9 オプション部品と付属品の説明

9.1 オプション部品

オプション郡品を次に示します。

詳しくは、お買い上げの農協または販売店にお固い合わせください。

■モータスロワ

乾燥が仕上がった穀物を、排出口から上方に揚げ、貯蔵タンクなどに搬送する場合に

使用します。

遍転中はカパー

をあけないこと

注文コード，
130369004 

図9-1 警告ラベル貼付位置

注記

注文コード：
FX170170764 

●単相100V電源の場合、モータスロワを使用することはできません。

■昇降機上部排出バルブ

△警告

Iヽ

~ 
遍転中はカパー

をあけないこと
l '' 
注文コー ド'
13036.9002 

排出位置を上げます。小型の乾燥機で籾摺機と連動して運転する場合に取付けます。

(GDR 11-------14SZおよび9VZ)

昇降機上密排出バルプ

乾燥機 籾摺機
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9.1 オプション部品

■フロントホッバ

用途や裾付位置の閲係でサイドホッパが使用できない場合に取付けます。(GOR11,..,_,24SZ) 

フロントホッパ

告
蝙

警
ーー
＇

A

」
遍転中は手を

入れないこと

l—— 
注文コード：
130369012 

注）GDR15-24SZのみ

~
 

ー

A
b
 

9

9

-

9

 

げ入 字はば i
！ 

, I入れないこと I 注文コード： 190010024 I 
！ 注文コード： ＇ 
L 130369012 I - - - - - - - - __ , _______ _, 

遍転中は手を

A 警告

■単相100V電源用トランスポックス

元の電源が100Vの場合に使用します。(GDR11.-.._14szおよび9VZ)

トランスボックス

＾ 

●麦用規制板ー式

麦を乾燥する場合に取付けます。

麦用規制板 (2ヶ）

＾ 国

据付プロック (4ヶ）

~ 
据付位置ステッカ (4枚）
(108090 152) 口
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9 オプション部品と付属品の説明

9.2 付属品 (GDR11---24SZ)

機械に付属している標準工具を次に示します。

~) 
6角棒レンチ （対辺3mmx1本、4mmx1本）

冒
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サタケ乾燥機

メンテナンスブック
（点検・整備記録）

稼動後2年間
無償点検が受けられます。
申込み票付

株式会社#IIJり・
MC0405 I 8003-00 



このたびは、サタケ乾燥機をお買いあげいただき、
ありがとうございます。

乾燥機を安全・快適にご使用いただくために、
お買いあげいただいた販売店.JAを通じて、
万全のアフターサービスをお届けしてまいリます。
末永くご愛顧いただきますようお願い申し上げます。

株式会社11IJり・



‘‘ー
、̀
l

セルフメンテナンスと定期点検
サタケではご購入された機械をつねにベス トコンディションに保ち、
重大なトラブルを末然に防ぎながら、末永くお使いいただくために
お客様ご自身によるセルフメンテナンスの励行とプロのサービス
スタッフによる定期点検をおすすめします。

セルフメンテナンス

お客様ご自身による日常点検

I 使用前・使用後 I 

• 機械の使用前、使用後に、お客さま自身の責
任において行っていただく保守管理です。

・駆動部関係の目で見て分かる基本的なチェッ

クですが、どれも大切なものばかリです。

・セルフメンテナンスにあたっては、取扱説甲

書を必ずご覧の上、実施してください。

• 郎品類は、ご購入先でご依頓願います。

お客さまのメリット

セルフメンテナンスで気にな

る箇所、不具合と思われる状

況が見つかった場合は、すぐ

ご購入いただいた毀売店また

はJAにご相談ください。

＋ 

定期点検

プロのサーピススタッフによる定期点検

・稼動後後2年間定期点検は無料です。 (1年に1

回）3年目以降はお客さまご自身で実施いただ
くか、ご購入いただいた飯売店またはJAにご
依顆ください。

・定期点検は、今悪い箇所を整備するだけでな

く、今後の劣化や磨耗の度合いを予測して予

防整儒を行います。 I-
予防整儒は大きな故障や余分な出費を防くと

ともに、次の点までの安心を提供します。

点検整備、郎品交換を定期的に実施しましょう！

庖耗する部品が多くあl）ます。
メンテナンスを定期的に実施しましょう！

＊プロのサービススタッフによる定期点検を実

施してください。

機械をいつもベストコ

安心 ンディションで安心・

快適な作業が行えます。

トラプルを未然に防ぐ

安全 ことで安全な作業が行

えます。

突発的トラプルもなく、

確実 計画的に作業が行えま

す。

大切な機械を永く使用

長寿命 できます。

重大な故障が少なく

経済的 トータルで経済的で

す。

「メンテナンスレコードシート」

を定期点検歴としてお役立てください。



メンテナンスレコードシート

＊保守点検はお客さまが主役です。点検をしっかリ行い、気持ちよく作業を致します。

点検 納品 初年 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

保証期間 三
日常点検 お客さまが機械の使用条件に応じて、お客さまご自身の判断で必要に応じて行います。

l日常点倒点検日 I ・ ・ I ・ ・ I ・ ・ I ・ ・ I ・ ・ I ・ ・ I ・ ・ I 

区 分 紐"" 料 有 料

定期点検 点検日

整備 会社・JA名

点検者名

稼動後2年間の定期点検は無料です。
3年目以降はお客さまご自身で実施いただくか、ご購入いただい
た飯店またはJA、サタケで、プロのサービススタッフによる定
期点検を実施してください。

販店 ・JA・サタケによる定期点検時のご注意
• 各種電球・ヒューズ類は定期点検等で点検確認を致しますが、
消耗度により切れることがございます。
・点検後の電球• ヒューズ等の交換は有料となりますので、ご了
承廂います。

＊保証は、点検チェックシートにある項目のみとします。

＼ヽ



）
 

）` 

無料点検のご案内
1稼動後2年間無料点検が受けられます。
2プロのサービススタッフがお伺いし、プロの目で診断、点検、適切な処置と
アドバイスを行います。
3診断・ 点検の技術料は、無料です。お気軽にご利用ください。

1年目点検予定

2年目点検予定

年
一年

月
一月

●ご利用のしかた

お客さまに 申込票ご記入 無料点検実施

「メンテナンスブック」
をお渡しし、無料点
検のご案内をいたし
ます。

次ページについてい
る予約票にご記入＜
ださい。 （稼動後叛
店・ JAに渡してく
ださい。）

ご連絡

ご希望月日が近づき
ましたら販店 ・JA
担当者から日程のご
連絡をさせていただ
きます。
（機械の点検がスム
ーズに行える状態に
しておいてください。）

ご指定の年月日に担
当者が定期点検を実
施いたします。

ご確認

点検結果をご説甲い
たします。ご確認後、
無料点検シートに署
名をお願いします。
（次回の点検の予約
ください。）

点検内容は「無料点
検シート」でご確認
ください。

Iご注意 I
1 . 初回点検シートの再発行いたしません。大切に保管ください。
2. 稼動後、 2年目経過した後の交換部品類の費用、それに伴う技術料は有料です。
ただし、 1年目でも品質保証外による交換部品類の費用、それに伴う技術料は有料です。
3. 点検項目以外の作業については別途料金を申し受けさせていただきます。
4. 保証適用外の作業については、別途料金を申し受けます。
5. 電源が来ていない場合運転確認を省かせていただきます。

I*乾燥機の点検が出来るよう整理・整頓をお願いします。 1

点検実施時には、こ
の「メンテナンスプッ
ク」を担当者にお預
けください。
＊お客さまの機械に
点検ステッカーを貼
らせていただきます。

担当者が無料点検シ
ート(12 .3)控を持
ち帰らせていただき
ます。



点検は、下記項目を実施します。
花位 点検項目

燃料パイブ

燃焼祁
フレームDッド
燃料タンクフィルタ

バーナーコード
吸引ファン祀 Vベルト

バケッ トペルト

昇降様陀
バケット

Vベルト・Vリプベルト
ァンシュンブーリー

駆動チェーン

駆動郎 スプDケット

VベルトVリプベルト
スロワ羽根アーム

排出スロワ祐 スロワケース胴•蓋
Vベルト

配線 中間コー ド
空運転（入電時） 異音•燃焼状態

ー'|'ーiiiiiiきi：リー，ーと1iリ！ー綜ii'

2年目無料点検

申込票
下記機械について初回無料
点検を予約します。

お名前（自署）

様

型式名

お申込日 年 月 日

ご希望年月 年 月

担当者記入襴

納入年月日

年 月 日

毀売店・営業所名・ JA名

担当者名

備考

き'|'・リー，ーと1ilJIi組iiiiiiii'

初年度無料点検

申込票
下記機械について初回無料
点検を予約します。

お名前（自署）

様

型式名

お申込日 年 月 日

ご希望年月 年 月

担当者記入欄

納入年月8

年 月 日

叛売店・営棠所名.JA名

担当者名

備考

＊シーズン前には再度機内の異物の確認をお願いします。



）
 

‘,＇‘
 

日常点検のしかた
日常点検はお客さまご自身で！

機械の使用状態から判断し、トラプルを未然に防止するために、お客さまご自身の貴任によリ実施しましょう。

シーズン前点検の示ィント

煎厘鯛

Vベルト・Vリプベルト
の張リと損傷チェック

ペJ喜,_,._,
昇鯰檀点筏〇

~ 

灯油フレキシプル
チューブストレーナ

這りポル日の漏れエアカミチェ

ーノ：喜~~
回転方向•燃焼チェッ
ク

燃料タンクの掃除
（灯油抜き）

電源コネクターを抜く

＊上記はシーズン前、稼動
後始業前に最低限やって
頂きたい項目を記載した
ものです。

＊日常（保守）点検の詳細は

取扱説甲書をご参照くだ

さい。

始業前に機械を一回
リして周囲の確認
安全確認

電源を入れ空運転
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緊急時の連絡先

機械が異常になり原因が不明で適切な処置が行えない場合、あるいは機械の操作方法につ

いて不明な点がある場合は、下記連絡先へご連絡ください。

〔1〕JA・販売店（購入時にお客様にてご記入下さい。）

店名：

連絡先：

担当者：

〔2〕営業所
● JA・販売店に連絡がつかない場合は、最寄リの営業所へご連絡ください。

営業所 所在地 連絡先

北海道営業所 〒003-0813 北海道札幌市白石区菊水上町3条2-52-254 011(812)3666 
北上営業所 〒024-0032 岩手県北上百JI岸1-16-1東北佐竹製作所内 0197(64)0111 
秋田営業所 〒010-1423 秋田県秋田市仁井田字中谷地121-2 018(839)0891 
仙台営業所 〒984-0013 宮城県仙台市若林区六丁の目南町2-20 022(287)2733 
小山営業所 〒323-0822 栃木県小山市駅南町4-31 0285(27)5060 
柏営業所 〒277-0813 千葉県柏市大室1153 04(7132)1181 
新潟営業所 〒950-0932 新潟県新潟市長潟3-8-16 025(287)0177 
名古屋営業所 〒491-0023 愛知県一宮市赤見3-10-6 0586(73)2177 
北陸営業所 〒924-0052 石川県松任市源兵島町793-1 076(277)2085 
大阪営業所 〒561-0832 大阪府豊中市庄内西町5-1-76 06(6331)0558 
広島営業所 〒739-8602 広島県東広島市西条西本町2-30 082(420)8575 
松山営業所 〒790-0811 愛媛県松山市本町4-5-1(山本屋本町ビ）レ） 089(925)8877 
福岡営業所 〒818-0132 福岡県太宰府市国分1-7-1 092 (921) 6111 
熊本営業所 〒862-0929 熊本県熊本市西原3-3-29 096 (382) 2727 

〔3〕` 株式会社 #IIJケ
●最寄りの営業所に連絡がつかない場合は、下記連絡先へご連絡ください。

· :~!!'!!DI 〒?39-8602 広島県こ：市：条西本町2-30 , 

サービス事業部 〒739-8602 広島県東広島市西条西本町2-30

連絡先

082(420)8541 
082(420)8543 



株式会社1111ケ
サタケのホームページ
http://www.satake-japan.eo.jp/ 

□広島本社／〒739-8602

□東京本社／〒101-0021

広島県東広島市西条西本町2-30TEL 082 (420) 0001 (代表）

東京都千代田区外神田4-7-2TEL 03 (3253) 3111 (代表）

□営業拠点／北海道、北上、秋田、仙台、小山、柏、東京、新潟、名古屋、北陸、大阪、

広島、松山、九州、福岡、熊本

サタケグループ·…• •株式会社サタケ (UK DIVISION、NEWDELHI OFFICE、BEIJINGOFFICE、
BANGKOK OFFICE、YANGONOFFICE)、株式会社東北佐竹製作所、佐竹鉄工株式会社、

佐竹電機株式会社、岐阜佐竹株式会社、エス・エス・エンタープライズ株式会社、サタケシ

ステムエンジニアリング株式会社、サタケ・ビジネス・サボート株式会社、（財）サタケ技

術振興財団、SATAKEUSA INC.、SATAKEAUSTRALIA PTY. LTD.、SATAKE (THAILAND) 

CO.,LTD.、佐竹机械 （蘇州）有限公司、 SATAKE(CANADA) INC.、ESM(UK) LTD.、

SATAKE AMERICA LATINA LTDA.、佐竹軟件技術 （上海）有銀公司

12100沿塁:::梵認共．
IIGDRI ISAC-80411 

_,,  ● ~- この印刷物は薦墳にやさしい纏褐
玄>YINK _ 性大豆油インキを便用しています•

‘ 
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